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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なる上りリンクの送信タイミングが必要な複数の周波数におけるセルを集約して基地
局装置と接続する移動局装置であって、
　前記移動局装置によってサポートされる前記上りリンクの送信タイミングに関する情報
と前記移動局装置によってサポートされる前記複数の周波数とを関連付けた能力情報を移
動局装置能力メッセージに設定して前記基地局装置に送信するように構成され、
　前記能力情報は、前記移動局装置がサポートする前記複数の周波数におけるセルを集約
する場合の前記周波数の組み合わせと、前記周波数の組み合わせのそれぞれに対して複数
の送信タイミングをサポートするか否かを示すインディケーションを含むリストである、
ことを特徴とする移動局装置。
【請求項２】
　移動局装置と、異なる上りリンクの送信タイミングが必要な複数の周波数におけるセル
を集約して通信を行う基地局装置であって、
　前記移動局装置によってサポートされる前記上りリンクの送信タイミングに関する情報
と前記移動局装置によってサポートされる前記複数の周波数とを関連付けた能力情報が設
定された移動局装置能力メッセージを受信し、前記移動局装置に対して集約するセルを設
定する場合に、前記移動局装置の能力情報に基づいて異なる上りリンクの送信タイミング
のセルが集約可能かどうかを判断するように構成され、
　前記能力情報は、前記移動局装置がサポートする前記複数の周波数におけるセルを集約
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する場合の前記周波数の組み合わせと、前記周波数の組み合わせのそれぞれに対して複数
の送信タイミングをサポートするか否かを示すインディケーションを含むリストである、
ことを特徴とする基地局装置。
【請求項３】
　前記移動局装置がサポートする前記複数の周波数におけるセルを集約する場合の前記周
波数の組み合わせのそれぞれに対して異なる上りリンクの送信タイミングのセルが集約可
能かどうかを判断することを特徴とする請求項２に記載の基地局装置。
【請求項４】
　前記移動局装置がサポートする前記複数の周波数におけるセルを集約する場合の前記周
波数のそれぞれに対して異なる上りリンクの送信タイミングのセルが集約可能かどうかを
判断することを特徴とする請求項２に記載の基地局装置。
【請求項５】
　異なる上りリンクの送信タイミングのセルが集約可能である場合に、前記移動局装置に
設定する前記セルに対して上りリンクの送信タイミングのグループを示すグループ識別子
を設定することを特徴とする請求項３又は請求項４に記載の基地局装置。
【請求項６】
　異なる上りリンクの送信タイミングのセルが集約可能である場合に、前記移動局装置に
対して設定した前記セルの前記上りリンクの送信タイミングを取得させるためにランダム
アクセス手順を開始させることを特徴とする請求項３又は請求項４に記載の基地局装置。
【請求項７】
　移動局装置と基地局装置とが、異なる上りリンクの送信タイミングが必要な複数の周波
数におけるセルを集約して通信を行う通信システムにおける移動局装置能力通知方法であ
って、
　前記移動局装置が、前記移動局装置によってサポートされる前記上りリンクの送信タイ
ミングに関する情報と前記移動局装置によってサポートされる前記複数の周波数とを関連
付けた能力情報を移動局装置能力メッセージに設定するステップと、前記移動局装置が、
前記移動局装置能力メッセージを前記基地局装置に送信するステップを含んでおり、
　前記能力情報は、前記移動局装置がサポートする前記複数の周波数におけるセルを集約
する場合の前記周波数の組み合わせと、前記周波数の組み合わせのそれぞれに対して複数
の送信タイミングをサポートするか否かを示すインディケーションを含むリストである、
ことを特徴とする移動局装置能力通知方法。
【請求項８】
　移動局装置と、異なる上りリンクの送信タイミングが必要な複数の周波数のセルを集約
して通信を行う基地局装置における通信方法であって、
　前記基地局装置が、前記移動局装置によってサポートされる前記上りリンクの送信タイ
ミングに関する情報と前記移動局装置によってサポートされる前記複数の周波数とを関連
付けた能力情報が設定された移動局装置能力メッセージを受信するステップと、前記基地
局装置が、前記移動局装置に対して集約するセルを設定する場合に、前記移動局装置の前
記能力情報に基づいて異なる上りリンクの送信タイミングのセルが集約可能かどうかを判
断するステップを含んでおり、
　前記能力情報は、前記移動局装置がサポートする前記複数の周波数におけるセルを集約
する場合の前記周波数の組み合わせと、前記周波数の組み合わせのそれぞれに対して複数
の送信タイミングをサポートするか否かを示すインディケーションを含むリストである、
ことを特徴とする移動局装置能力通知方法。
【請求項９】
　異なる上りリンクの送信タイミングが必要な複数の周波数におけるセルを集約して基地
局装置と接続する移動局装置に搭載される集積回路であって、
　前記移動局装置によってサポートされる前記上りリンクの送信タイミングに関する情報
と前記移動局装置によってサポートされる前記複数の周波数とを関連付けた能力情報を移
動局装置能力メッセージに設定する機能と、前記移動局装置能力メッセージを前記基地局
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装置に送信する機能を前記移動局装置に発揮させるように構成され、
　前記能力情報は、前記移動局装置がサポートする前記複数の周波数におけるセルを集約
する場合の前記周波数の組み合わせと、前記周波数の組み合わせのそれぞれに対して複数
の送信タイミングをサポートするか否かを示すインディケーションを含むリストである、
ことを特徴とする集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動局装置が複数の上りリンク送信タイミングでの送信をサポートする場合
において、移動局装置の上りリンク送信タイミングのサポート情報を基地局装置に対して
効率的に通知する移動局装置、基地局装置、通信システム、移動局装置能力通知方法およ
び集積回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　標準化プロジェクトである３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project）において
、ＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency-Division Multiplexing）通信方式やリソースブロッ
クと呼ばれる所定の周波数・時間単位の柔軟なスケジューリングの採用によって、高速な
通信を実現させたＥｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａ
ｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（以降EUTRAと称する）の標準化が行なわれた。
【０００３】
　また、３ＧＰＰでは、より高速なデータ伝送を実現し、ＥＵＴＲＡの上位互換性を持つ
Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡの議論を行っている。Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡにお
ける技術として、キャリア・アグリゲーション（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏ
ｎ）が提案されている。キャリア・アグリゲーションとは、複数の異なる周波数（コンポ
ーネントキャリア（Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ）とも称する）を集約して使用
することで伝送レートを向上させる技術である。また、キャリア・アグリゲーションを用
いて基地局装置と通信中の移動局装置が、周波数毎またはコンポーネントキャリア毎に複
数の上りリンク送信タイミング（Ｔｉｍｉｎｇ　Ａｄｖａｎｃｅ）を持つことが提案され
ている（非特許文献１）。
【０００４】
　ＥＵＴＲＡでは、移動局装置の上りリンク送信タイミングを調整するために、ランダム
アクセス手順が用意されている。ランダムアクセス手順は、移動局装置が自律的にランダ
ムアクセス手順の必要性を判断して開始する方法のほかに、基地局装置が、特定の移動局
装置にランダムアクセス手順を開始させるために物理下りリンク制御チャネルにランダム
アクセス手順の開始を示す情報を設定して送信するという方法がある。
【０００５】
　また、３ＧＰＰにおいて、基地局装置に対して移動局装置が複数の異なる周波数を集約
する場合に、どの周波数を集約可能であるかを示す移動局装置能力（ＵＥ　Ｃａｐａｂｉ
ｌｉｔｙ）の通知方法について提案されている。非特許文献２には、移動局装置能力の通
知（報告）において、キャリア・アグリゲーションにおける移動局装置がサポートする周
波数バンド、集約する周波数バンドの組み合わせ（コンビネーション）、各周波数バンド
の組み合わせにおける上りリンクおよび下りリンクの無線パラメータとの関係について記
載されている。
【０００６】
　また、基地局装置は、１つの下りリンクのコンポーネントキャリアと１つの上りリンク
のコンポーネントキャリアを組み合わせて１つのセルを構成する。なお、基地局装置は、
１つの下りリンクコンポーネントキャリアのみでも１つのセルを構成できる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００７】
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【非特許文献１】Ｒ２－１０１５６７、ＮＴＴ　ＤＯＣＯＭＯ、３ＧＰＰ　ＴＳＧ－ＲＡ
Ｎ　ＷＧ２＃６９、２２－２６　Ｆｅｂｒｕａｒｙ　２０１０、Ｓａｎ　Ｆｒａｎｃｉｓ
ｃｏ，ＵＳＡ
【非特許文献２】Ｒ２－１１２７７２、Ｓａｍｓｕｎｇ、３ＧＰＰ　ＴＳＧ－ＲＡＮ　Ｗ
Ｇ２＃７４、０９－１３　Ｍａｙ　２０１１、Ｂａｒｃｅｌｏｎａ、Ｓｐａｉｎ
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、従来の移動局装置能力の通知方法では、移動局装置が複数の上りリンク
送信タイミングでの送信をサポートするか否かを示す情報が存在せず、基地局装置が複数
の上りリンク送信タイミングでの送信をサポートしない移動局装置に対して複数の上りリ
ンク送信タイミングを設定してしまうという問題があった。
【０００９】
　また、単に移動局装置が複数の上りリンク送信タイミングでの送信をサポートするか否
かを示す情報を通知するように構成すると、基地局装置は、移動局装置がどの周波数バン
ドの組み合わせにおいて複数の上りリンク送信タイミングをサポート可能であるかを判断
できず、基地局装置が複数の上りリンク送信タイミングでの送信をサポートしない周波数
バンドに対して複数の上りリンク送信タイミングを設定してしまうという問題があった。
【００１０】
　上記の課題を鑑みて、本発明の目的は、移動局装置が複数の上りリンク送信タイミング
での送信をサポートする場合において、移動局装置の上りリンク送信タイミングのサポー
ト情報を基地局装置に対して効率的に通知する移動局装置、基地局装置、通信システム、
移動局装置能力通知方法および集積回路を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち
、本発明の移動局装置は、異なる上りリンクの送信タイミングが必要な複数の周波数にお
けるセルを集約して基地局装置と接続する移動局装置であって、前記移動局装置によって
サポートされる前記上りリンクの送信タイミングに関する情報と前記移動局装置によって
サポートされる前記複数の周波数とを関連付けた能力情報を移動局装置能力メッセージに
設定して前記基地局装置に送信することを特徴とする。
【００１２】
　（２）また、本発明の移動局装置の前記能力情報は、前記移動局装置がサポートする前
記複数の周波数におけるセルを集約する場合の前記周波数のすべての組み合わせに対して
適用される前記送信タイミングの最大サポート数であることを特徴とする。
【００１３】
　（３）また、本発明の移動局装置の前記能力情報は、前記移動局装置がサポートする前
記複数の周波数におけるセルを集約する場合の前記周波数の組み合わせのそれぞれに対し
て適用される前記送信タイミングの最大サポート数であることを特徴とする。
【００１４】
　（４）また、本発明の移動局装置の前記送信タイミングの最大サポート数は、前記移動
局装置がサポートする前記周波数の組み合わせのそれぞれに対応した前記送信タイミング
の最大サポート数を示すリストを構成することを特徴とする。
【００１５】
　（５）また、本発明の移動局装置の前記能力情報は、前記移動局装置がサポートする前
記複数の周波数におけるセルを集約する場合の前記周波数の組み合わせのそれぞれに対し
て複数の送信タイミングのサポートを示すインディケーションであることを特徴とする。
【００１６】
　（６）また、本発明の移動局装置の前記インディケーションは、前記移動局装置がサポ
ートする前記周波数の組み合わせのそれぞれに対応した前記インディケーションのリスト
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を構成することを特徴とする。
【００１７】
　（７）また、本発明の移動局装置の前記能力情報は、前記移動局装置がサポートする前
記複数の周波数におけるセルを集約する場合の前記周波数のそれぞれに対して適用される
前記送信タイミングの最大サポート数であることを特徴とする。
【００１８】
　（８）また、本発明の移動局装置の前記送信タイミングの最大サポート数は、前記移動
局装置がサポートする前記周波数のそれぞれに対応した前記送信タイミングの最大サポー
ト数のリストを構成することを特徴とする。
【００１９】
　（９）また、本発明の移動局装置の前記能力情報は、前記移動局装置がサポートする前
記複数の周波数におけるセルを集約する場合の前記周波数のそれぞれに対して複数の送信
タイミングのサポートを示すインディケーションであることを特徴とする。
【００２０】
　（１０）また、本発明の移動局装置の前記インディケーションは、前記移動局装置がサ
ポートする前記周波数のそれぞれに対応した前記インディケーションのリストを構成する
ことを特徴とする。
【００２１】
　（１１）また、本発明の移動局装置の前記能力情報は、前記移動局装置がサポートする
前記複数の周波数におけるセルを集約する場合の前記周波数の組み合わせのタイプのそれ
ぞれに対して複数の送信タイミングのサポートを示すインディケーションであることを特
徴とする。
【００２２】
　（１２）また、本発明の基地局装置は、移動局装置と異なる上りリンクの送信タイミン
グが必要な複数の周波数におけるセルを集約して通信を行う基地局装置であって、前記移
動局装置によってサポートされる前記上りリンクの送信タイミングに関する情報と前記移
動局装置によってサポートされる前記複数の周波数とを関連付けた能力情報が設定された
移動局装置能力メッセージを受信し、前記移動局装置に対して集約するセルを設定する場
合に、前記移動局装置の能力情報に基づいて異なる上りリンクの送信タイミングのセルが
集約可能かどうかを判断することを特徴とする。
【００２３】
　（１３）また、本発明の基地局装置は、前記移動局装置がサポートする前記複数の周波
数におけるセルを集約する場合の前記周波数の組み合わせのそれぞれに対して異なる上り
リンクの送信タイミングのセルが集約可能かどうかを判断することを特徴とする。
【００２４】
　（１４）また、本発明の基地局装置は、前記移動局装置がサポートする前記複数の周波
数におけるセルを集約する場合の前記周波数のそれぞれに対して異なる上りリンクの送信
タイミングのセルが集約可能かどうかを判断することを特徴とする。
【００２５】
　（１５）また、本発明の基地局装置は、前記移動局装置がサポートする前記複数の周波
数におけるセルを集約する場合の前記周波数の組み合わせのタイプのそれぞれに対して異
なる上りリンクの送信タイミングのセルが集約可能かどうかを判断することを特徴とする
。
【００２６】
　（１６）また、本発明の基地局装置は、異なる上りリンクの送信タイミングのセルが集
約可能である場合に、前記移動局装置に設定する前記セルに対してランダムアクセス手順
を実施するためのランダムアクセス設定を行うことを特徴とする。
【００２７】
　（１７）また、本発明の基地局装置は、異なる上りリンクの送信タイミングのセルが集
約可能である場合に、前記移動局装置に設定する前記セルに対して上りリンクの送信タイ
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ミングのグループを示すグループ識別子を設定することを特徴とする。
【００２８】
　（１８）また、本発明の基地局装置は、異なる上りリンクの送信タイミングのセルが集
約可能である場合に、前記移動局装置に対して設定した前記セルの前記上りリンクの送信
タイミングを取得させるためにランダムアクセス手順を開始させることを特徴とする。
【００２９】
　（１９）また、本発明の通信システムは、移動局装置と基地局装置とが異なる上りリン
クの送信タイミングが必要な複数の周波数におけるセルを集約して通信を行う通信システ
ムであって、前記移動局装置は、前記移動局装置によってサポートされる前記上りリンク
の送信タイミングに関する情報と前記移動局装置によってサポートされる前記複数の周波
数とを関連付けた能力情報を移動局装置能力メッセージに設定して前記基地局装置に送信
することを特徴とする。
【００３０】
　（２０）また、本発明の通信システムは、移動局装置と基地局装置とが異なる上りリン
クの送信タイミングが必要な複数の周波数におけるセルを集約して通信を行う通信システ
ムであって、前記移動局装置は、前記移動局装置によってサポートされる前記上りリンク
の送信タイミングに関する情報と前記移動局装置によってサポートされる前記複数の周波
数とを関連付けた能力情報を移動局装置能力メッセージに設定して前記基地局装置に送信
し、前記基地局装置は、前記移動局装置能力メッセージを受信し、前記移動局装置に対し
て集約するセルを設定する場合に、前記移動局装置の能力情報に基づいて異なる上りリン
クの送信タイミングのセルが集約可能かどうかを判断することを特徴とする。
【００３１】
　（２１）また、本発明の移動局装置能力通知方法は、移動局装置と基地局装置とが異な
る上りリンクの送信タイミングが必要な複数の周波数におけるセルを集約して通信を行う
通信システムにおける移動局装置能力通知方法であって、
　前記移動局装置は、
　前記移動局装置によってサポートされる前記上りリンクの送信タイミングに関する情報
と前記移動局装置によってサポートされる前記複数の周波数とを関連付けた能力情報を移
動局装置能力メッセージに設定するステップと、前記移動局装置能力メッセージを前記基
地局装置に送信するステップを備えることを特徴とする移動局装置能力通知方法。
【００３２】
　（２２）また、本発明の移動局装置能力通知方法は、移動局装置と基地局装置とが異な
る上りリンクの送信タイミングが必要な複数の周波数におけるセルを集約して通信を行う
通信システムにおける移動局装置能力通知方法であって、前記移動局装置は、前記移動局
装置によってサポートされる前記上りリンクの送信タイミングに関する情報と前記移動局
装置によってサポートされる前記複数の周波数とを関連付けた能力情報を移動局装置能力
メッセージに設定するステップと、前記移動局装置能力メッセージを前記基地局装置に送
信するステップを備え、前記基地局装置は、前記移動局装置能力メッセージを受信するス
テップと、前記移動局装置に対して集約するセルを設定する場合に、前記移動局装置の能
力情報に基づいて異なる上りリンクの送信タイミングのセルが集約可能かどうかを判断す
るステップを備えることを特徴とする。
【００３３】
　（２３）また、本発明の移動局装置に搭載される集積回路は、異なる上りリンクの送信
タイミングが必要な複数の周波数におけるセルを集約して基地局装置と接続する移動局装
置に搭載される集積回路であって、前記移動局装置によってサポートされる前記上りリン
クの送信タイミングに関する情報と前記移動局装置によってサポートされる前記複数の周
波数とを関連付けた能力情報を移動局装置能力メッセージに設定する機能と、前記移動局
装置能力メッセージを前記基地局装置に送信する機能を前記移動局装置に発揮させること
を特徴とする。
【００３４】
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　（２４）また、本発明の基地局装置に搭載される集積回路は、移動局装置と異なる上り
リンクの送信タイミングが必要な複数の周波数におけるセルを集約して通信を行う基地局
装置に搭載される集積回路であって、前記移動局装置によってサポートされる前記上りリ
ンクの送信タイミングに関する情報と前記移動局装置によってサポートされる前記複数の
周波数とを関連付けた能力情報が設定された移動局装置能力メッセージを受信する機能と
、前記移動局装置に対して集約するセルを設定する場合に、前記移動局装置の能力情報に
基づいて異なる上りリンクの送信タイミングのセルが集約可能かどうかを判断する機能を
前記移動局装置に発揮させることを特徴とする。
【００３５】
　本明細書では、移動局装置と基地局装置が異なる周波数の複数の在圏セルを用いて接続
される場合における移動局装置、基地局装置、通信システム、移動局装置能力通知方法お
よび集積回路の改良という点において本発明を開示するが、本発明が適用可能な通信方式
は、ＥＵＴＲＡまたはＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡのようにＥＵＴＲＡと上位互換性の
ある通信方式に限定されるものではない。
【００３６】
　例えば、本明細書で述べられる技術は、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）システム、
時分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多重アクセス（ＦＤＭＡ）システ
ム、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ
）システム、及びその他のシステム等の、種々の通信システムにおいて使用され得る。本
明細書において、システムとネットワークは同義的に使用され得る。
【発明の効果】
【００３７】
　以上説明したように、本発明によれば、異なる周波数の複数の在圏セルを用いて基地局
装置と接続可能な移動局装置が複数の上りリンク送信タイミングでの送信をサポートする
場合において、移動局装置の周波数バンド毎の上りリンク送信タイミングのサポート情報
を基地局装置に対して効率的に通知する移動局装置、基地局装置、通信システム、移動局
装置能力通知方法および集積回路を提供することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明における移動局装置１の概略構成を示すブロック図である。
【図２】本発明における基地局装置２の概略構成を示すブロック図である。
【図３】本発明におけるランダムアクセス手順について説明するためのシーケンスチャー
ト図である
【図４】本発明の第１の実施形態における上りリンク送信タイミングのサポート数を設定
する移動局装置能力のメッセージ構造を示す図である。
【図５】本発明の第１の実施形態における上りリンク送信タイミングのサポート数を設定
する移動局装置能力のメッセージ構造を示す別の図である。
【図６】本発明の第１の実施形態における上りリンク送信タイミングのサポート数を設定
する移動局装置能力のメッセージ構造を示す別の図である。
【図７】本発明の第２の実施形態における上りリンク送信タイミングのサポート数を設定
する移動局装置能力のメッセージ構造を示す図である。
【図８】本発明の第２の実施形態における上りリンク送信タイミングのサポート数を設定
する移動局装置能力のメッセージ構造を示す別の図である。
【図９】本発明の第３の実施形態における上りリンク送信タイミングのサポート数を設定
する移動局装置能力のメッセージ構造を示す図である。
【図１０】本発明の第３の実施形態における上りリンク送信タイミングのサポート数を設
定する移動局装置能力のメッセージ構造を示す別の図である。
【図１１】本発明の第４の実施形態における上りリンク送信タイミングのサポート数を設
定する移動局装置能力のメッセージ構造を示す図である。
【図１２】Contention based Random Access手順について説明するためのシーケンスチャ
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ート図である。
【図１３】Non-contention based Random Access手順について説明するためのシーケンス
チャート図である。
【図１４】従来の移動局装置における上りリンクの無線装置がサポートする周波数バンド
について説明するための図である。
【図１５】従来の移動局装置における上りリンクの無線装置がサポートする周波数バンド
の組み合わせについて説明するための図である。
【図１６】従来の移動局装置におけるキャリア・アグリゲーションに関する周波数バンド
の組み合わせを設定する移動局装置能力のメッセージ構造の一例を示す図である。
【図１７】本発明の実施形態に係る通信ネットワーク構成の一例を示す図である。
【図１８】本発明の実施形態に係る移動局装置に対するコンポーネントキャリアの設定の
一例を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　本発明の実施形態を説明する前に、本発明に係るキャリア・アグリゲーション、物理チ
ャネル、ランダムアクセス手順、移動局装置能力の構成について簡単に説明する。
【００４０】
　[キャリア・アグリゲーション]
　キャリア・アグリゲーションとは、複数の異なる周波数バンド（周波数帯）の周波数（
コンポーネントキャリア、または周波数帯域）を集約（アグリゲート、ａｇｇｒｅｇａｔ
ｅ）して一つの周波数（周波数帯域）のように扱う技術である。例えば、キャリア・アグ
リゲーションによって周波数帯域幅が２０ＭＨｚのコンポーネントキャリアを５つ集約し
た場合、移動局装置はこれらを一つの１００ＭＨｚの周波数帯域幅とみなしてアクセスす
ることが可能となる。なお、集約するコンポーネントキャリアは連続した周波数であって
も、全てまたは一部が不連続となる周波数であってもよい。例えば、使用可能な周波数バ
ンドが８００ＭＨｚ帯、２．４ＧＨｚ帯、３．４ＧＨｚ帯である場合、あるコンポーネン
トキャリアが８００ＭＨｚ帯、別のコンポーネントキャリアが２ＧＨｚ帯、さらに別のコ
ンポーネントキャリアが３．４ＧＨｚ帯で送信されていてもよい。
【００４１】
　また、同一周波数帯、例えば２．４ＧＨｚ帯内の連続または不連続の複数のコンポーネ
ントキャリアを集約することも可能である。各コンポーネントキャリアの周波数帯域幅は
２０ＭＨｚより狭い周波数帯域幅であっても良く、各々周波数帯域幅が異なっていても良
い。基地局装置は、滞留しているデータバッファ量や移動局装置の受信品質、セル内の負
荷やＱｏＳなどの種々の要因に基づいて、移動局装置に割り当てる上りリンクまたは下り
リンクのコンポーネントキャリアの数を増減することができる。なお、基地局装置が移動
局装置に割り当てる（設定する、追加する）上りリンクコンポーネントキャリアの数は、
下りリンクコンポーネントキャリアの数と同じか少ないことが望ましい。
【００４２】
　[物理チャネル]
　ＥＵＴＲＡおよびＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡで使用される主な物理チャネル（また
は物理シグナル）について説明を行なう。チャネルとは信号の送信に用いられる媒体を意
味し、物理チャネルとは信号の送信に用いられる物理的な媒体を意味する。物理チャネル
は、ＥＵＴＲＡ、およびＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡにおいて、今後追加、または、そ
の構造が変更される可能性もあるが、変更された場合でも本発明の各実施形態の説明には
影響しない。
【００４３】
　ＥＵＴＲＡおよびＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡでは、移動局装置および基地局装置は
、物理チャネルの送受信に係るスケジューリングについて無線フレームを用いて管理して
いる。１無線フレームは１０ｍｓであり、１無線フレームは１０サブフレームで構成され
る。さらに、１サブフレームは２スロットで構成される（すなわち、１スロットは０．５
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ｍｓである）。また、物理チャネルが配置されるスケジューリングの最小単位としてリソ
ースブロックを用いて管理している。リソースブロックとは、周波数軸を複数サブキャリ
ア（例えば１２サブキャリア）の集合で構成される一定の周波数領域と、一定の送信時間
間隔（１スロット）で構成される領域で定義される。
【００４４】
　同期シグナル（Synchronization Signals）は、３種類のプライマリ同期シグナルと、
周波数領域で互い違いに配置される３１種類の符号から構成されるセカンダリ同期シグナ
ルとで構成され、プライマリ同期シグナルとセカンダリ同期シグナルの信号の組み合わせ
によって、基地局装置を識別する５０４通りのセル識別子（セルＩＤ：Physical Cell Id
entity; PCI）と、無線同期のためのフレームタイミングが示される。移動局装置は、セ
ルサーチによって受信した同期シグナルのセルＩＤを特定する。
【００４５】
　物理報知情報チャネル（PBCH; Physical Broadcast Channel）は、セル内の移動局装置
で共通に用いられる制御パラメータ（報知情報（システム情報）；System information）
を通知する目的で送信される。物理報知情報チャネルで通知されない報知情報は、物理下
りリンク制御チャネルで無線リソースが通知され、物理下りリンク共用チャネルによって
レイヤ３メッセージ（システムインフォメーション）で送信される。報知情報として、セ
ル個別の識別子を示すセルグローバル識別子（CGI; Cell Global Identifier）、ページ
ングによる待ち受けエリアを管理するトラッキングエリア識別子（TAI; Tracking Area I
dentifier）、ランダムアクセス制御情報などが通知される。
【００４６】
　下りリンクリファレンスシグナル（下りリンク参照信号：Downlink Reference Signal
、下りリンクパイロット信号、下りリンクパイロットチャネルとも呼称する）は、セル毎
に所定の電力で送信される下りリンクのパイロットシグナルである。また、下りリンクリ
ファレンスシグナルは、所定の規則に基づき周波数・時間位置で周期的に繰り返される既
知の信号である。移動局装置は、下りリンクリファレンスシグナルを受信することでセル
毎の受信品質を測定する。また、移動局装置は、下りリンクリファレンスシグナルと同時
に送信される物理下りリンク制御チャネル、または物理下りリンク共用チャネルの復調の
ための参照用の信号としても下りリンクリファレンスシグナルを使用する。下りリンクリ
ファレンスシグナルに使用される系列は、セル毎に識別可能な系列が用いられる。なお、
下りリンクリファレンスシグナルはセル固有ＲＳ（Cell-specific reference signals）
と記載される場合もあるが、その用途と意味は同じである。
【００４７】
　物理下りリンク制御チャネル（PDCCH; Physical Downlink Control Channel）は、各サ
ブフレームの先頭からいくつかのＯＦＤＭシンボルで送信され、移動局装置に対して基地
局装置のスケジューリングに従った無線リソース割り当て情報や、送信電力の増減の調整
量を指示する目的で使用される。移動局装置は、下りリンクデータや下りリンク制御デー
タであるレイヤ３メッセージ（ページング、ハンドオーバーコマンドなど）を送受信する
前に自局宛の物理下りリンク制御チャネルを監視（モニタ）し、自局宛の物理下りリンク
制御チャネルを受信することで、送信時には上りリンクグラント、受信時には下りリンク
グラント（下りリンクアサインメント）と呼ばれる無線リソース割り当て情報を物理下り
リンク制御チャネルから取得する必要がある。なお、物理下りリンク制御チャネルは、上
述したＯＤＦＭシンボルで送信される以外に、基地局装置から移動局装置に対して個別（
ｄｅｄｉｃａｔｅｄ）に割り当てられるリソースブロックの領域で送信されるように構成
することも可能である。
【００４８】
　物理上りリンク制御チャネル（PUCCH; Physical Uplink Control Channel）は、物理下
りリンク共用チャネルで送信されたデータの受信確認応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ：Ａｃｋｎ
ｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ／Ｎｅｇａｔｉｖｅ　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）や下り
リンクの伝搬路情報（ＣＳＩ：Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）
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、上りリンクの無線リソース要求であるスケジューリングリクエスト（ＳＲ：Ｓｃｈｅｄ
ｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を行なうために使用される。ＣＳＩは、ＣＱＩ（Ｃｈａｎ
ｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＰＭＩ（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔ
ｒｉｘ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＰＴＩ（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｔｙｐｅ　Ｉｎｄｉｃａ
ｔｏｒ）、ＲＩ（Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を含む。各Ｉｎｄｉｃａｔｏｒは、Ｉ
ｎｄｉｃａｔｉｏｎと表記される場合もあるが、その用途と意味は同じである。
【００４９】
　物理下りリンク共用チャネル（PDSCH; Physical Downlink Shared Channel）は、下り
リンクデータの他、下りリンク制御データであるレイヤ３メッセージとしてページングや
物理報知情報チャネルに含まれない報知情報を移動局装置に通知するためにも使用される
。物理下りリンク共用チャネルの無線リソース割り当て情報は、物理下りリンク制御チャ
ネルで示される。
【００５０】
　物理上りリンク共用チャネル（PUSCH; Physical Uplink Shared Channel）は、主に上
りリンクデータと上りリンク制御データを送信し、下りリンクの受信品質やＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫなどの制御データを含めることも可能である。また、下りリンクと同様に物理上りリ
ンク共用チャネルの無線リソース割り当て情報は、物理下りリンク制御チャネルで示され
る。
【００５１】
　上りリンクリファレンスシグナル（上りリンク参照信号：Uplink Reference Signal、
上りリンクパイロット信号、上りリンクパイロットチャネルとも呼称する）は、移動局装
置毎に送信される上りリンクのパイロットシグナルである。上りリンクリファレンスシグ
ナルには、基地局装置が、物理上りリンク制御チャネルＰＵＣＣＨおよび／または物理上
りリンク共用チャネルＰＵＳＣＨの復調時におけるチャネル推定を行うために使用される
復調参照信号（ＤＲＳ：Demodulation Reference Signal）と、基地局装置が、主に、移
動局装置毎の上りリンクのチャネル状態（上りリンク品質、上りリンク送信タイミングな
ど）を推定するために使用するサウンディング参照信号（ＳＲＳ：Sounding Reference S
ignal）が含まれる。
【００５２】
　物理ランダムアクセスチャネル（PRACH; Physical Random Access Channel）は、プリ
アンブル系列を通知するために使用されるチャネルであり、ガードタイムを有する。プリ
アンブル系列は、６４種類のシーケンスを用意して６ビットの情報を表現するように構成
されている。物理ランダムアクセスチャネルは、移動局装置の基地局装置へのアクセス手
段として用いられる。移動局装置は、物理上りリンク制御チャネル未設定時の無線リソー
ス要求や、上りリンク送信タイミングを基地局装置の受信タイミングウィンドウに合わせ
るために必要な送信タイミング調整情報（タイミングアドバンス（ＴＡ：Ｔｉｍｉｎｇ　
Ａｄｖａｎｃｅ）とも呼ばれる）を基地局装置に要求するために物理ランダムアクセスチ
ャネルを用いる。具体的には、移動局装置は、基地局装置より設定された物理ランダムア
クセスチャネル用の無線リソースを用いてプリアンブル系列を送信する。送信タイミング
調整情報を受信した移動局装置は、送信タイミング調整情報の有効時間を計時する送信タ
イミングタイマー（Ｔｉｍｉｎｇ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ　Ｔｉｍｅｒ、ＴＡ　Ｔｉｍｅｒ
、ＴＡＴ）を設定し、有効時間中は送信タイミング調整状態、有効期間外は、送信タイミ
ング非調整状態（送信タイミング未調整状態）として状態を管理する。なお、それ以外の
物理チャネルは、本発明の各実施形態に関わらないため詳細な説明は省略する。
【００５３】
　[ランダムアクセス手順]
　ランダムアクセスに関する一連の手順のことをランダムアクセス手順と称す。ランダム
アクセス手順には、Contention based Random Access（競合ベースランダムアクセス）手
順とNon-contention based Random Access（非競合ベースランダムアクセス）手順の２つ
の手順がある。
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【００５４】
　Contention based Random Access手順は、異なる移動局装置が送信したプリアンブル系
列が衝突（contention）する可能性のあるランダムアクセス手順であり、移動局装置が基
地局装置と接続（通信）していない状態からの初期アクセスのためや、移動局装置が基地
局装置と接続している状態からの上りリンクの送信リソースを要求するスケジューリング
リクエストのためなどに使用される。プリアンブル系列が衝突するということは、複数の
移動局装置が同じプリアンブル系列を用いて物理ランダムアクセスチャネルを同一の周波
数・時間リソースを用いて送信することを意味する。なお、プリアンブル系列の衝突は、
ランダムアクセスの衝突とも称される。
【００５５】
　Non-contention based Random Access手順は、異なる移動局装置が送信したプリアンブ
ル系列に衝突が発生しないランダムアクセス手順であり、移動局装置が基地局装置と接続
している状態であり、かつ上りリンクの同期が外れている状態で、基地局装置の指示によ
り開始される。Non-contention based Random Access手順は、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：Ｌａｙｅｒ３）層のメッセージおよび物理下りリンク制
御チャネルＰＤＣＣＨの制御データにより開始が指示される。
【００５６】
　Non-contention based Random Access手順で使用するプリアンブル系列（個別プリアン
ブル（dedicated preamble））は、基地局装置より個別に移動局装置に通知される。Cont
ention based Random Access手順で使用されるプリアンブル系列は、個別プリアンブルと
して使用されないプリアンブル系列から移動局装置がランダムアクセス時にランダムに一
つ選択して使用する。あるセルで移動局装置が使用可能なプリアンブル系列のうち、Cont
ention based Random Access手順とNon-contention based Random Access手順でそれぞれ
使用されるプリアンブル系列の数は基地局装置から通知される。
【００５７】
　図１２を用いて、Contention based Random Access手順を簡単に説明する。まず、移動
局装置１は、下りリンクの無線伝搬路損失（パスロス）やメッセージ３（ステップＳ３で
送信されるメッセージ）のサイズに基づいて選択したプリアンブル系列（ランダムアクセ
スプリアンブル）を基地局装置２に送信する（ステップＳ１）。ランダムアクセスプリア
ンブルを受信した基地局装置２は、ランダムアクセスプリアンブルから移動局装置１と基
地局装置２との間の送信タイミングのずれ量を算出し、ランダムアクセスプリアンブルに
対する応答（ランダムアクセスレスポンス）に送信タイミングのずれを調整するための送
信タイミング調整情報を含めて移動局装置１に送信する（ステップＳ２）。
【００５８】
　移動局装置１は、ランダムアクセスレスポンスの中身を確認し、送信したランダムアク
セスプリアンブルに対応するプリアンブル番号がランダムアクセスレスポンスに含まれて
いる場合、送信タイミング調整情報から上りリンク送信タイミングを調整する。移動局装
置１は、送信タイミングを調整した場合に、調整した送信タイミングが有効である送信タ
イミングタイマー（ＴＡ　ｔｉｍｅｒ）をスタートする。また、移動局装置１は、ランダ
ムアクセスレスポンスに含まれているスケジューリング情報を元に上位レイヤのメッセー
ジ（上位レイヤメッセージ、ＲＲＣメッセージ）を基地局装置２に送信する（ステップＳ
３）。基地局装置２は、ステップＳ３の上位レイヤメッセージを受信できた移動局装置１
に衝突確認メッセージ（コンテンションレゾリューション、Contention resolution）を
送信し（ステップＳ４）、手順を完了する。
【００５９】
　図１３を用いて、Non-contention based Random Access手順を簡単に説明する。まず、
基地局装置２は、個別プリアンブルの番号と使用する物理ランダムアクセスチャネルの番
号（ランダムアクセスチャネル番号）を移動局装置１に通知（ランダムアクセスプリアン
ブル割り当て）する（ステップＳ１１）。ランダムアクセスチャネル番号とは、基地局装
置２が移動局装置１に通知した個別プリアンブル（の番号）を用いた物理ランダムアクセ
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スチャネルの送信を許可するサブフレームを示す番号である。例えば、あるランダムアク
セスチャネル番号は全ての物理ランダムアクセスチャネルで個別プリアンブルを送信して
もよいことを示し、あるランダムアクセスチャネル番号は時間方向で２個毎の物理ランダ
ムアクセスチャネルで個別プリアンブルを送信してもよいことを示す。
【００６０】
　移動局装置１は、指定されたプリアンブルの番号に対応するプリアンブル系列（個別プ
リアンブル）を、ランダムアクセスチャネル番号により示された個別プリアンブルの送信
が許可される物理ランダムアクセスチャネルで送信する（ステップＳ１２）。個別プリア
ンブルを受信した基地局装置２は、個別プリアンブルから移動局装置１と基地局装置２と
の間の送信タイミングのずれ量を算出し、個別プリアンブルに対する応答（ランダムアク
セスレスポンス）に送信タイミングのずれを調整するための送信タイミング調整情報を含
めて移動局装置１に送信し（ステップＳ１３）、手順を完了する。
【００６１】
　ただし、基地局装置２から通知されたプリアンブル番号の値が特定の値（例えば０）の
場合は、移動局装置１はNon-contention based Random Access手順ではなくContention b
ased Random Access手順を行なう。この場合、移動局装置１は図１２のステップＳ１～ス
テップＳ４の手順に従って手順を完了する。
【００６２】
　[移動局装置能力の構成]
　移動局装置がキャリア・アグリゲーションによって異なる複数の周波数バンドのセルを
同時に通信可能であるときの移動局装置能力の構成（シグナリング構造、メッセージ構造
）について説明する。
【００６３】
　図１４は、移動局装置が備える上りリンク送信に用いる無線装置（ＲＦ：Ｒａｄｉｏ　
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）と、該上りリンク送信に用いる無線装置がサポートする周波数バン
ドの例を示したものである。それぞれの周波数バンドには、通信システム内で基地局装置
と移動局装置の無線通信のために使用可能な上りリンクと下りリンクの周波数と帯域幅を
特定するための番号が割り振られている。図１４は、移動局装置が２つの上りリンク送信
に用いる無線装置（Ｔｘ　ＲＦ＃１、Ｔｘ　ＲＦ＃２）を備えており、Ｔｘ　ＲＦ＃１は
Ｂａｎｄ＃１での送信のみをサポートし、Ｔｘ　ＲＦ＃２はＢａｎｄ＃１とＢａｎｄ＃５
の両方をサポートし、両方のバンドで送信が可能なことを示している。以降、上りリンク
送信に用いる無線装置のことを、適宜上りリンクの無線装置と称して説明する。
【００６４】
　図１５は、図１４に示した移動局装置のそれぞれの上りリンクの無線装置がサポートす
る周波数バンドの組み合わせ（コンビネーション）の例を示したものである。図１５は、
上りリンクの無線装置における組み合わせ（ＲＦ　ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ＃１
～＃４）の数と、その組み合わせ可能な周波数バンドを意味する。ここで、ＲＦ　Ｂａｎ
ｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ＃１は、Ｂａｎｄ＃１の異なる２つ以上のコンポーネントキャ
リア（周波数帯域）を使用したキャリア・アグリゲーション（周波数内不連続キャリア・
アグリゲーション：Ｉｎｔｒａｂａｎｄ　ｎｏｎ－ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　Ｃａｒｒｉｅ
ｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）が可能なことを意味している。また、ＲＦ　ＢａｎｄＣｏ
ｍｂｉｎａｔｉｏｎ＃２は、Ｂａｎｄ＃１の周波数帯域とＢａｎｄ＃５の周波数帯域の２
つ以上の周波数帯域を使用したキャリア・アグリゲーショ（周波数間不連続キャリア・ア
グリゲーション：Ｉｎｔｅｒｂａｎｄ　ｎｏｎ－ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　Ｃａｒｒｉｅｒ
　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）ンが可能なことを意味している。
【００６５】
　また、ＲＦ　ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ＃３は、Ｂａｎｄ＃１の１つまたは複数
の周波数帯域を使用した通信が可能なことを意味している。また、ＲＦ　ＢａｎｄＣｏｍ
ｂｉｎａｔｉｏｎ＃４は、Ｂａｎｄ＃５の１つまたは複数の周波数帯域を使用した通信が
可能なことを意味している。ＲＦ　ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ＃３またはＲＦ　Ｂ
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ａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ＃４における、キャリア・アグリゲーションは周波数内連
続キャリア・アグリゲーション（Ｉｎｔｒａｂａｎｄ　ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　Ｃａｒｒ
ｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）であり、キャリア・アグリゲーション時の連続する周
波数帯域の数は別パラメータで指定する。
【００６６】
　図１６は、図１４および図１５の無線装置を持つ移動局装置において構成される移動局
装置能力のパラメータ構造の例を示したものである。まず、周波数バンドの組み合わせ（
ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）毎に、各上りリンクの無線装置
（Ｔｘ　ＲＦ）がサポートする周波数バンド（ｂａｎｄＥＵＴＲＡ）を含んだバンドパラ
メータ群（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）が設定される。周波数バンド（ｂａｎｄＥＵ
ＴＲＡ）は、通信システム内で基地局装置と移動局装置の無線通信のために使用可能な上
りリンクと下りリンクの周波数と帯域幅を特定するための番号が設定される。
【００６７】
　図１６では周波数バンド以外のパラメータについては省略して記載しているが、例えば
、キャリア・アグリゲーション時における集約可能な連続する周波数帯域の数や、該周波
数バンドの組み合わせで通信を行っているときの上りリンクと下りリンクのＭＩＭＯ（Ｍ
ｕｌｔｉ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉ　Ｏｕｔｐｕｔ）のレイヤ数などの情報が設定される
。なお、キャリア・アグリゲーション時における集約可能な連続する周波数帯域の数は、
キャリア・アグリゲーションのサポートクラス情報として符号化された値として提供され
ていてもよい。そして、全ての周波数バンドの組み合わせをリスト化して一つとしたもの
（ＳｕｐｐｏｒｔｅｄＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）が移動局装置能力として構成さ
れる。
【００６８】
　換言すると、移動局装置がサポートする周波数バンド（ｂａｎｄＥＵＴＲＡ）と、該周
波数バンドに関連するパラメータを一つのセットとしたものがバンドパラメータ群（Ｂａ
ｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）である。また、移動局装置が可能なバンドパラメータ群（Ｂ
ａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）の組み合わせを示したものが周波数バンドの組み合わせ（
ＢａｎａＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）である。また、移動局装置が可
能な周波数バンドの組み合わせ（ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ
）のリストを示すものが（ＳｕｐｐｏｒｔｅｄＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）である
。
【００６９】
　図１６に示す移動局装置能力の構成の詳細について説明する。ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａ
ｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃１は、ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃１とＢａｎｄＰ
ａｒａｍｅｔｅｒｓ＃２を含む。ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃１は、少なくともｂａ
ｎｄＥＵＴＲＡ＃１を含み、ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃２は、少なくともｂａｎｄ
ＥＵＴＲＡ＃１を含む。このように移動局装置能力を構成することによって、移動局装置
はＢａｎｄ＃１の周波数帯域を受信（送信）しているときに、Ｂａｎｄ＃１の別の周波数
帯域の受信（送信）をサポート可能（すなわち、Ｂａｎｄ＃１における周波数内不連続キ
ャリア・アグリゲーションが可能）な無線装置構成を持つことを基地局装置に示すことが
できる。
【００７０】
　また、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃２は、ＢａｎｄＰａｒ
ａｍｅｔｅｒｓ＃３とＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃４を含む。ＢａｎｄＰａｒａｍｅ
ｔｅｒｓ＃３は、少なくともｂａｎｄＥＵＴＲＡ＃１を含み、ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅ
ｒｓ＃４は、少なくともｂａｎｄＥＵＴＲＡ＃５を含む。このように移動局装置能力を構
成することによって、移動局装置はＢａｎｄ＃１の周波数帯域を受信（送信）していると
きに、Ｂａｎｄ＃５の周波数帯域の受信（送信）をサポート可能（すなわち、Ｂａｎｄ＃
１とＢａｎｄ＃５を用いた周波数間不連続キャリア・アグリゲーションが可能）な無線装
置構成を持つことを基地局装置に示すことができる。
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【００７１】
　また、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃３は、ＢａｎｄＰａｒ
ａｍｅｔｅｒｓ＃５を含む。ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃５は、少なくともｂａｎｄ
ＥＵＴＲＡ＃１を含む。このとき、ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃５で集約可能な連続
する周波数帯域の数が１と設定することで、キャリア・アグリゲーションを実施しない場
合の能力を基地局装置に示すことができ、集約可能な連続する周波数帯域の数が２以上と
設定することで、周波数内連続キャリア・アグリゲーション（Ｉｎｔｒａｂａｎｄ　ｃｏ
ｎｔｉｇｕｏｕｓ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）時の能力を基地局装置に
示すように構成することができる。ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒ
ｓ＃４も、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃３と同様のパラメー
タの指定方法によって、移動局装置の能力を基地局装置に示すことができる。
【００７２】
　移動局装置は、自局装置の無線装置構成に基づいて、周波数バンド（ｂａｎｄＥＵＴＲ
Ａ）が同じであってもＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓが異なる場
合には、関連するパラメータは異なる値を設定してもよい。すなわち、サポートする周波
数バンド（ｂａｎｄＥＵＴＲＡ）が同じであっても、バンドパラメータ群（ＢａｎｄＰａ
ｒａｍｅｔｅｒｓ）の他のパラメータは違う値が設定されてもよい。例えば、ＢａｎｄＰ
ａｒａｍｅｔｅｒｓ＃１において、周波数バンドをｂａｎｄＥＵＴＲＡ＃１、集約可能な
連続する周波数帯域の数を２、ＭＩＭＯレイヤ数を２とし、ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒ
ｓ＃３で、周波数バンドをｂａｎｄＥＵＴＲＡ＃１、集約可能な連続する周波数帯域の数
を１、ＭＩＭＯレイヤ数を４に設定することも可能である。
【００７３】
　典型的にはこれらのパラメータが通信中において動的に（dynamically）変化すること
はないため、移動局装置は、システムパラメータとして不揮発メモリなどの移動局装置内
部に静的に（statically）設定された移動局装置の能力情報に基づいて移動局装置能力を
構成し、基地局装置と接続されたとき、または基地局装置からの要求に応じて移動局装置
能力を含む移動局装置能力メッセージをＲＲＣメッセージとして基地局装置に送信する。
【００７４】
　基地局装置は、移動局装置能力メッセージを受信し、通知されたこれらの移動局装置能
力に基づいて、キャリア・アグリゲーション時において移動局装置の無線装置構成がサポ
ート可能なコンポーネントキャリア（セル）を適切に設定しつつ、移動局装置との通信を
行うことが可能となる。
【００７５】
　[本発明の通信ネットワーク構成の例]
　図１７は、本発明の実施形態に係る通信ネットワーク構成の一例を示す図である。移動
局装置１は、キャリア・アグリゲーションによって複数の周波数（コンポーネントキャリ
ア、Band1～Band3）の周波数帯域を同時に用いて基地局装置２と無線接続することが可能
な場合、通信ネットワーク構成としては、ある一つの基地局装置２が複数の周波数毎に送
信装置１１～１３（および図示しない受信装置２１～２３）を備えており、各周波数の制
御を一つの基地局装置２で行なう構成が制御の簡略化の観点から好適である。基地局装置
２の構成は図１７に限定されない。ただし、複数の周波数が連続する周波数であるなどの
理由で、基地局装置２が一つの送信装置で複数の周波数の送信を行なう構成であっても構
わない。さらには、周波数毎に送受信のタイミングが異なるような構成であっても良い。
送信装置と受信装置の数や送受信可能な周波数が異なっていてもよい。基地局装置２の送
信装置によって制御される各周波数の通信可能範囲はセルとしてみなされる。このとき、
各周波数がカバーするエリア（セル）はそれぞれ異なる広さ、異なる形状であっても良い
。
【００７６】
　ただし、後述する記載において、基地局装置２が構成するコンポーネントキャリアの周
波数でカバーされるエリアのことをそれぞれセルと称して説明するが、これは実際に運用
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される通信システムにおけるセルの定義とは異なる可能性があることに注意する。例えば
、ある通信システムでは、キャリア・アグリゲーションによって用いられるコンポーネン
トキャリアの一部のことを、セルではなく単なる追加の無線リソースと定義するかもしれ
ない。また、従来のセルとは異なる拡張セルとして定義するかもしれない。本発明でコン
ポーネントキャリアをセルと称することで、実際に運用される通信システムにおけるセル
の定義と異なる場合が発生したとしても、本発明の主旨には影響しない。なお、キャリア
・アグリゲーションは、複数のコンポーネントキャリアにおける複数のセル（複数の周波
数におけるセル）による通信であり、セル・アグリゲーションとも称される。なお、移動
局装置１は、周波数毎にリレー局装置（またはリピーター）を介して上りリンク、または
下りリンク、またはその両方のリンクにおいて基地局装置２と無線接続されても良い。す
なわち、本発明の基地局装置２は、リレー局装置に置き換えることが出来る。
【００７７】
　なお、３ＧＰＰが規定する第３世代の基地局装置２はノードＢ（NodeB）と称され、Ｅ
ＵＴＲＡおよびＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡにおける基地局装置はイーノードＢ（eNod
eB）と称される。なお、３ＧＰＰが規定する第３世代の移動局装置１はユーイー（ＵＥ：
Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）と称される。基地局装置２は移動局装置１が通信可能な
エリアであるセルを管理し、セルは移動局装置１と通信可能なエリアの大きさに応じてマ
クロセルやフェムトセルやピコセル、ナノセルとも称される。また、移動局装置１がある
基地局装置２と通信可能であるとき、その基地局装置２のセルのうち、移動局装置１との
通信に使用しているセルは在圏セル（Serving cell）であり、その他のセルは周辺セル（
Neighboring cell）と称される。つまり、キャリア・アグリゲーションを用いて移動局装
置１と基地局装置２が複数のセルを用いて通信している場合、移動局装置１に設定された
コンポーネントキャリアの数と同じ数の在圏セルが存在することになる。
【００７８】
　[コンポーネントキャリアの構成の設定例]
　図１８は、本発明の実施形態に係る移動局装置１がキャリア・アグリゲーションを行な
う場合に、基地局装置２が移動局装置１に対して設定する下りリンクコンポーネントキャ
リアと、上りリンクコンポーネントキャリアの対応関係の一例を示した図である。図１８
では、４個の下りリンクコンポーネントキャリア（下りリンクコンポーネントキャリアＤ
Ｌ＿ＣＣ１～ＤＬ＿ＣＣ４）と３個の上りリンクコンポーネントキャリア（上りリンクコ
ンポーネントキャリアＵＬ＿ＣＣ１～ＵＬ＿ＣＣ３）の対応関係について示すが、本発明
が図１８のコンポーネントキャリアの設定例に限定されるということではない。
【００７９】
　図１８における下りリンクコンポーネントキャリアＤＬ＿ＣＣ１と上りリンクコンポー
ネントキャリアＵＬ＿ＣＣ１、下りリンクコンポーネントキャリアＤＬ＿ＣＣ２と上りリ
ンクコンポーネントキャリアＤＬ＿ＣＣ２、および下りリンクコンポーネントキャリアＤ
Ｌ＿ＣＣ３と上りリンクコンポーネントキャリアＤＬ＿ＣＣ３はセル固有接続（Ｃｅｌｌ
　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｌｉｎｋａｇｅ）している。また、ＤＬ＿ＣＣ４のように、上りリ
ンクコンポーネントキャリアのない（セル固有接続のない）、下りリンクのみのコンポー
ネントキャリアをキャリア・アグリゲーションのために構成することも可能である。
【００８０】
　セル固有接続とは、上りリンクと下りリンクのコンポーネントキャリアの対応関係（連
携関係、リンク情報）であり、典型的には報知情報の一部（ＳＩＢ２：Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ　Ｔｙｐｅ２）でその対応関係が示される。セル固有
接続は、ＳＩＢ２　ｌｉｎｋａｇｅとも称され、報知情報の一部として設定（コンフィギ
ュレーション）が明示的に通知されるか、キャリア・アグリゲーションにおけるコンポー
ネントキャリア（セル）を追加する場合に、ＲＲＣメッセージ（レイヤ３メッセージ）で
対応関係の設定が通知されるか、または明示的に指示されない場合に一意に決められる上
りリンクと下りリンクの規定の対応関係の情報を用いるなどして暗黙的に設定が通知され
る。ＲＲＣメッセージを用いる場合、基地局装置２は、設定する当該下りリンクコンポー
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ネントキャリアの報知情報で示される上りリンクコンポーネントキャリアと異なるセル固
有接続の情報を移動局装置１に通知してもよい。
【００８１】
　これに対し、基地局装置２は、下りリンクコンポーネントキャリアと上りリンクコンポ
ーネントキャリアの対応関係を、セル固有接続とは別に移動局装置１毎に個別に設定（個
別接続；ＵＥ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｌｉｎｋａｇｅ）することも可能である。このとき、
個別接続の設定はＲＲＣメッセージ（レイヤ３メッセージ）で示される。基地局装置２は
、物理ランダムアクセスチャネルの送信に必要な設定（コンフィギュレーション）を上り
リンクコンポーネントキャリア毎、または上りリンク周波数毎に複数割り当てることも可
能である。
【００８２】
　セル固有接続は、典型的には、移動局装置１がキャリア・アグリゲーションしていない
場合に、基地局装置２との通信に用いる上りリンクと下りリンクの周波数の対応関係を示
すために使用される。また、キャリア・アグリゲーション時に物理下りリンク制御チャネ
ルによって通知される無線リソース割り当てが適用される上りリンクと下りリンクのコン
ポーネントキャリアの対応関係を示すために使用される。
【００８３】
　個別接続は、典型的には、移動局装置１の上りリンクコンポーネントキャリアの送信電
力制御に用いるパスロスを、どの下りリンクコンポーネントキャリアの品質を基に算出す
るかを示すために使用される。
【００８４】
　無線リソース要求用上りリンク制御チャネル設定の行われる上りリンクコンポーネント
キャリアと、当該上りリンクコンポーネントキャリアとセル固有接続される下りリンクコ
ンポーネントキャリアから構成されるセルは、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ：Ｐｒｉｍａ
ｒｙ　ｃｅｌｌ）と称される。また、プライマリセル以外のコンポーネントキャリアから
構成されるセルは、セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ：Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｅｌｌ）と称
される。プライマリセルは活性化／不活性化の制御の対象外であるが（つまり必ず活性化
しているとみなされる）、セカンダリセルは活性化／不活性化という状態を持ち、これら
の状態の変更は、基地局装置２から明示的に指定されるほか、コンポーネントキャリア毎
に移動局装置１に設定されるタイマーに基づいて状態が変更される。プライマリセルとセ
カンダリセルとを合わせてサービングセル（在圏セル）とも称する。
【００８５】
　ここで、コンポーネントキャリアの活性化または不活性化（すなわちセカンダリセルの
活性化または不活性化）は、レイヤ２の構成タスクで解釈可能なＬ２（レイヤ２）メッセ
ージによって制御されるように構成される。すなわち、物理層（レイヤ１）でデコードさ
れた後にレイヤ２で認識される制御コマンドによって活性化または不活性化が制御される
。なお、ＥＵＴＲＡならびにＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡにおけるＬ２メッセージは、
ＭＡＣ層で解釈される制御コマンド（ＭＡＣ制御要素：ＭＡＣ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅ
ｍｅｎｔ）によって通知される。
【００８６】
　移動局装置１は、不活性化されたコンポーネントキャリア（セカンダリセル）のスケジ
ューリングに用いる上りリンクグラント、および下りリンクグラント（下りリンクアサイ
ンメント）のモニタを停止してよい。すなわち、物理下りリンク制御チャネルのモニタを
停止してよい。また、移動局装置１は、不活性化されたコンポーネントキャリア（セカン
ダリセル）の上りリンクに関して、サウンディングリファレンスシグナル（ＳＲＳ：Soun
ding reference signal）と呼ばれる上りリンクパイロットチャネルの送信を停止しても
よい。また、移動局装置１は、不活性化されたコンポーネントキャリア（セカンダリセル
）の上りリンクに関して、物理上りリンク制御チャネルの送信を停止しても良い。また、
移動局装置１は、不活性化されたコンポーネントキャリア（セカンダリセル）の下りリン
クに関して、活性化した状態よりも低いサンプリングレートで測定を実施してもよい。
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【００８７】
　以上の事項を考慮しつつ、以下、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態につ
いて詳細に説明する。なお、本発明の説明において、本発明に関連した公知の機能や構成
についての具体的な説明が、本発明の要旨を不明瞭にすると判断される場合には、その詳
細な説明を省略する。
【００８８】
　＜第１の実施形態＞
　本発明の第１の実施形態について以下に説明する。本実施形態は、移動局装置１のキャ
リア・アグリゲーション時における移動局装置能力通知方法に関し、特に、移動局装置１
が複数の上りリンク送信タイミングを管理している場合の移動局装置能力通知方法につい
て示す。
【００８９】
　図１は、本発明の第１の実施形態による移動局装置１の一例を示すブロック図である。
本移動局装置１は、受信部１０１、復調部１０２、復号部１０３、測定処理部１０４、制
御部１０５、ランダムアクセス制御部１０６、符号部１０７、変調部１０８、送信部１０
９、タイミング管理部１１０、上位レイヤ１１１から構成される。上位レイヤ１１１は、
無線リソース制御を執り行うＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）
層を含む。また、ランダムアクセス制御部１０６とタイミング管理部１１０は、データリ
ンク層を管理するＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層の一部とし
て機能する。なお、移動局装置１は、複数の周波数（周波数帯、周波数帯域幅）をサポー
トするために受信系のブロック（受信部１０１、復調部１０２、復号部１０３）、および
送信系のブロック（符号部１０７、変調部１０８、送信部１０９）を複数備えてもよい。
【００９０】
　受信に関し、上位レイヤ１１１より制御部１０５へ移動局装置制御情報が入力され、受
信に関する制御情報が受信制御情報として、受信部１０１、復調部１０２、復号部１０３
へ適切に入力される。移動局装置制御情報は、受信制御情報と送信制御情報によって構成
される移動局装置１の無線通信制御に必要な情報であり、基地局装置２やシステムパラメ
ータにより設定され、上位レイヤ１１１が必要に応じて制御部１０５へ入力する。また、
受信制御情報は、受信周波数帯域の情報の他に、各チャネルに関する受信タイミング、多
重方法、無線リソース配置情報などの情報が含まれている。
【００９１】
　受信信号は、受信部１０１において受信される。受信部１０１は、受信制御情報で指定
された周波数帯域で信号を受信する。受信された信号は、復調部１０２へと入力される。
復調部１０２は、受信信号の復調を行い、復号部１０３へと信号を入力して下りリンクデ
ータと下りリンク制御データとを正しく復号し、復号された各データを上位レイヤ１１１
へと入力する。測定処理部１０４は、セル（コンポーネントキャリア）毎の下りリンクリ
ファレンスシグナルの受信品質（ＳＩＲ、ＳＩＮＲ、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、ＲＳＳＩ、パ
スロスなど）の測定や、物理下りリンク制御チャネルまたは物理下りリンク共用チャネル
の受信誤り率の測定結果に基づいて下りリンク測定情報を生成し、下りリンク測定情報を
上位レイヤ１１１へと出力する。下りリンク測定情報は、上位レイヤ１１１において、無
線リンク再確立を伴う無線リンク障害（Radio link failure）の検出、および上りリンク
送信の停止を伴う無線リンク監視（Radio link monitoring）の実施のために用いられる
。
【００９２】
　また、送信に関し、上位レイヤ１１１より制御部１０５へ移動局装置制御情報が入力さ
れ、送信に関する制御情報が送信制御情報として、ランダムアクセス制御部１０６、符号
部１０７、変調部１０８、送信部１０９へ適切に入力される。送信制御情報は、送信信号
の上りリンクスケジューリング情報として、符号化情報、変調情報、送信周波数帯域の情
報、各チャネルに関する送信タイミング、多重方法、無線リソース配置情報などの情報が
含まれている。ランダムアクセス制御情報は上位レイヤ１１１からランダムアクセス制御
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部１０６に入力される。ランダムアクセス制御情報には、プリアンブル情報や物理ランダ
ムアクセスチャネル送信用の無線リソース情報などが含まれる。上位レイヤ１１１は、必
要に応じてタイミング管理部１１０へ上りリンク送信タイミングの調整に用いる送信タイ
ミング調整情報と送信タイミングタイマーを設定する。タイミング管理部１１０は、設定
された情報に基づき上りリンク送信タイミングの状態（送信タイミング調整状態または送
信タイミング非調整状態）を管理する。
【００９３】
　複数の上りリンク送信タイミングの状態を管理する必要がある場合、上位レイヤ１１１
は、ランダムアクセス制御部１０６に複数のそれぞれの上りリンク送信タイミングに対応
するランダムアクセス制御情報を設定する。同様に、複数の上りリンク送信タイミングの
状態を管理する必要がある場合、上位レイヤ１１１は、タイミング管理部１１０に複数の
それぞれの上りリンク送信タイミングに対応する送信タイミング調整情報を設定し、更に
、それぞれの上りリンク送信タイミング毎にタイマー管理が必要であれば、それぞれの上
りリンク送信タイミングに対応する送信タイミングタイマーを設定する。
【００９４】
　符号部１０７には、上位レイヤ１１１より上りリンクデータと上りリンク制御データが
入力されるほか、ランダムアクセス制御部１０６から、物理ランダムアクセスチャネルの
送信に関するランダムアクセスデータ情報が入力される。符号部１０７は、ランダムアク
セスデータ情報に基づき物理ランダムアクセスチャネルで送信されるプリアンブル系列を
生成する。また、符号部１０７は送信制御情報に従い、各データを適切に符号化し、変調
部１０８に出力する。
【００９５】
　変調部１０８は、符号部１０７からの出力を変調する。送信部１０９は、変調部１０８
の出力を周波数領域にマッピングすると共に、周波数領域の信号を時間領域の信号へ変換
し、既定の周波数の搬送波にのせて電力増幅を行う。さらに、タイミング管理部１１０よ
り入力された送信タイミング調整情報に従って上りリンク送信タイミングを調整して送信
する。上りリンク制御データが配置される物理上りリンク共用チャネルは、典型的にはレ
イヤ３メッセージ（無線リソース制御メッセージ；ＲＲＣメッセージ）を構成する。図１
において、その他の移動局装置１の構成要素は本実施形態に関係ないため省略してある。
【００９６】
　図２は、本発明の第１の実施形態による基地局装置２の一例を示すブロック図である。
本基地局装置は、受信部２０１、復調部２０２、復号部２０３、制御部２０４、符号部２
０５、変調部２０６、送信部２０７、上位レイヤ２０８、ネットワーク信号送受信部２０
９から構成される。なお、基地局装置２は、複数の周波数（周波数帯、周波数帯域幅）を
サポートするために受信系のブロック（受信部２０１、復調部２０２、復号部２０３）、
および送信系のブロック（符号部２０５、変調部２０６、送信部２０７）を複数備えても
よい。
【００９７】
　上位レイヤ２０８は、下りリンクデータと下りリンク制御データを符号部２０５へ入力
する。符号部２０５は、入力されたデータを符号化し、変調部２０６へ入力する。変調部
２０６は、符号化した信号の変調を行なう。また、変調部２０６から出力される信号は送
信部２０７に入力される。送信部２０７は、入力された信号を周波数領域にマッピングし
た後、周波数領域の信号を時間領域の信号へ変換し、既定の周波数の搬送波にのせて電力
増幅を行い送信する。下りリンク制御データが配置される物理下りリンク共用チャネルは
、典型的にはレイヤ３メッセージ（ＲＲＣメッセージ）を構成する。
【００９８】
　また、受信部２０１は、移動局装置１から受信した信号をベースバンドのデジタル信号
に変換する。デジタル信号は、復調部２０２へ入力されて復調される。復調部２０２で復
調された信号は続いて復号部２０３へ入力されて復号され、正しく復号された上りリンク
制御データや上りリンクデータを上位レイヤ２０８へと出力する。これら各ブロックの制
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御に必要な基地局装置制御情報は、受信制御情報と送信制御情報によって構成される基地
局装置２の無線通信制御に必要な情報であり、上位のネットワーク装置（ＭＭＥやゲート
ウェイ装置）やシステムパラメータにより設定され、上位レイヤ２０８が必要に応じて制
御部２０４へ入力する。制御部２０４は、送信に関連する基地局装置制御情報を、送信制
御情報として符号部２０５、変調部２０６、送信部２０７の各ブロックに、受信に関連す
る基地局装置制御情報を、受信制御情報として受信部２０１、復調部２０２、復号部２０
３の各ブロックに適切に入力する。基地局装置２のＲＲＣは、上位レイヤ２０８の一部と
して存在する。
【００９９】
　一方、ネットワーク信号送受信部２０９は、基地局装置２間あるいは上位のネットワー
ク装置と基地局装置２との間の制御メッセージ、またはユーザデータの送信（転送）また
は受信を行なう。図２において、その他の基地局装置２の構成要素は本実施形態に関係な
いため省略してある。
【０１００】
　また、本移動局装置１と本基地局装置２が配置される通信システムのネットワーク構成
は、図１７に示したものと同様のものを適用できる。
【０１０１】
　図３に、本実施形態に係る移動局装置１と基地局装置２とのセカンダリセルに関する制
御信号のやり取りを示したシーケンスチャート図である。本シーケンスチャート図の移動
局装置１は、基地局装置２とプライマリセルを介して接続されている状態から動作を開始
する。また、本シーケンスチャートで追加されるセカンダリセルは、プライマリセルと異
なる上りリンク送信タイミングが必要なセカンダリセルであることに注意する。
【０１０２】
　ステップＳ１０１において、移動局装置１は、プライマリセルを介して基地局装置２と
接続が完了後に、ＲＲＣメッセージによって移動局装置能力通知メッセージ（ＵＥ　Ｃａ
ｐａｂｉｌｉｔｙ）を基地局装置２へ送信する。移動局装置能力通知メッセージは、移動
局装置１のアンテナ数などの物理層に関するパラメータ、送受信可能なＥＵＴＲＡにおけ
る周波数バンド（ｂａｎｄＥＵＴＲＡ）、ランダムアクセス能力、ＭＩＭＯ能力、アグリ
ゲーション可能な周波数バンドの組み合わせ（ＳｕｐｐｏｒｔＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔ
ｉｏｎ）などの無線パラメータ（ＲＦ　ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ）、測定ギャップなしに測
定可能な周波数バンドを示す測定パラメータ（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｐａｒａｍｅｔ
ｅｒｓ）が少なくとも設定されており、基地局装置２は、移動局装置能力通知メッセージ
の内容に基づいて、移動局装置１に対して適切な通信リソース設定、測定設定を設定する
ことが可能となる。
【０１０３】
　基地局装置２は、移動局装置１の移動局装置能力通知メッセージに基づいて、プライマ
リセルと異なる送信タイミングを持つセカンダリセルを用いたキャリア・アグリゲーショ
ンが可能、かつ必要であると判断した場合、移動局装置１に対してセカンダリセル追加を
指示するメッセージ（セカンダリセル追加メッセージ）を送信する（ステップＳ１０２）
。セカンダリセルを追加する際に、上りリンクの送信タイミングが異なるセル（またはセ
ルグループ）であることを示すためのグループ識別子を設定してもよい。移動局装置１は
、セカンダリセルを追加し、追加が完了した場合に基地局装置２からの指示を正しく実施
完了したことを示すメッセージ（セカンダリセル追加完了メッセージ）を基地局装置２へ
送信する（ステップＳ１０３）。このとき、セカンダリセル追加メッセージには、セカン
ダリセルを構成する情報（セルＩＤ、周波数、周波数帯域幅、物理チャネル情報、など）
と共に、当該セル（またはセルグループ）の上りリンクのランダムアクセスに関する情報
（ランダムアクセス設定、物理ランダムアクセスチャネル設定、グループ識別子、ＴＡ　
ｔｉｍｅｒ、など）が設定される。また、追加された直後のセカンダリセルの状態は送信
タイミング非調整状態である。
【０１０４】
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　その後、ステップＳ１０２で追加された送信タイミング非調整状態のセカンダリセルに
対する活性化コマンド（セカンダリセル活性化、ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）が基地局装置２
より通知される（ステップＳ１０４）。活性化コマンドは、従来のようにＭＡＣ制御要素
で通知されても良いし、ＲＲＣメッセージや物理下りリンク制御チャネルを用いて移動局
装置１へ通知されても良い。活性化コマンドを受信した移動局装置１は、当該セカンダリ
セルを活性化する。
【０１０５】
　移動局装置１は、活性化したセカンダリセルに対してランダムアクセス手順を開始する
か否かのランダムアクセストリガの判定を開始する（ステップＳ１０５）。移動局装置１
がセカンダリセルでランダムアクセス手順を開始する方法として、例えば、（１）セカン
ダリセルが活性化されたタイミングと同じ、（２）セカンダリセルの活性化後にＭＡＣ制
御要素でランダムアクセス手順の開始が指示されたとき、（３）セカンダリセルの活性化
後に物理下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨでランダムアクセス手順の開始が指示された
とき、（４）セカンダリセルの活性化後にレイヤ３メッセージ（ＲＲＣメッセージ）でラ
ンダムアクセス手順の開始が指示されたとき、などが考えられるが、本実施形態では上述
したいずれか、または他の方法を用いても良い。
【０１０６】
　ランダムアクセストリガを検出した場合、移動局装置１は、ランダムアクセス手順を送
信タイミング非調整状態のセカンダリセルに対して開始し、基地局装置２に対して物理ラ
ンダムアクセスチャネルを送信する（ステップＳ１０６）。物理ランダムアクセスチャネ
ルを受信した基地局装置２は、ステップＳ１０７にてランダムアクセスレスポンスを当該
移動局装置１に対して送信する。ステップＳ１０６およびステップＳ１０７の詳細は、図
１２または図１３と同じで良い。すなわち、移動局装置１はランダムアクセス手順として
、基地局装置２からの指示に基づいてContention based Random Access（競合ベースラン
ダムアクセス）手順とNon-contention based Random Access（非競合ベースランダムアク
セス）手順のどちらか一方を開始する。
【０１０７】
　そして、移動局装置１は、ステップＳ１０７のランダムアクセスレスポンスを受信した
後で、セカンダリセル上りリンク送信タイミング取得（ステップＳ１０８）において、当
該セカンダリセルの上りリンクの送信タイミング調整情報を取得する。上りリンク送信タ
イミングは、送信タイミング調整情報を取得してから所定の時間後（例えば６サブフレー
ム後）に調整される。
【０１０８】
　図３における各制御メッセージは、ＥＵＴＲＡで既存のＲＲＣメッセージを再利用して
も良い。例えば、移動局装置能力通知メッセージはＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎメッセージ、セカンダリセル追加メッセージはＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔ
ｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージ、セカンダリセル追加完了メッセー
ジはＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔ
ｅメッセージにそれぞれ必要なパラメータを追加して再利用してもよい。
【０１０９】
　図４は、基地局装置２が、移動局装置１に対してプライマリセルと異なる上りリンクの
送信タイミングを持つセカンダリセルを追加可能かどうかの判断基準として使用される移
動局装置能力通知メッセージにおける、移動局装置１がサポートする周波数バンド、およ
び周波数バンドの組み合わせと上りリンク送信タイミングの能力情報との対応関係の一例
を示したものである。
【０１１０】
　図４では、移動局装置１がサポートする上りリンク送信タイミングの最大数を示すパラ
メータとして上りリンク送信タイミングのサポート数（Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｓｕｐｐｏ
ｒｔ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ）を、移動局装置能力のメッセージ構造に含めている。上りリ
ンク送信タイミングのサポート数は１以上の整数（１、２、３、・・・）で指定される。
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なお、移動局装置１は、本パラメータの設定を省略することで上りリンク送信タイミング
サポート数が１であることを基地局装置２へ暗黙的に通知してもよく、その場合、上りリ
ンク送信タイミングのサポート数は２以上の整数（２、３、・・・）で指定されることが
望ましい。
【０１１１】
　上りリンク送信タイミングのサポート数（Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　ＵＬ
　ｔｉｍｉｎｇ）は、すべての上りリンクにおけるアグリゲーション可能な周波数バンド
の組み合わせ（ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）に対して適用さ
れる。つまり、上りリンク送信タイミングのサポート数（Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｓｕｐｐ
ｏｒｔ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ）が２を示す場合で、上りリンクにおけるアグリゲーション
可能な周波数バンドの組み合わせ（ＳｕｐｐｏｒｔＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）が
４通りである場合、その４通りのすべての組み合わせにおいて上りリンク送信タイミング
のサポート数が２であることを意味する。
【０１１２】
　図４は、上りリンク送信タイミングのサポート数（Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｓｕｐｐｏｒ
ｔ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ）が２を示す場合で、上りリンクにおけるアグリゲーション可能
な周波数バンドの組み合わせ（ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）
が２通りである場合の移動局装置能力の構成を示している。
【０１１３】
　基地局装置２は、図４のように構成された移動局装置能力メッセージに基づき、移動局
装置１がサポートする全ての周波数バンドの組み合わせ（ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏ
ｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）に対して設定可能な上りリンク送信タイミングが判断できる。
なお、上りリンク送信タイミングが判断できるとは、基地局装置２が移動局装置１に対し
てセカンダリセルを設定（追加（ａｄｄｉｔｉｏｎ）、または再設定（ｒｅｃｏｎｆｉｇ
ｕｒａｔｉｏｎ））する際に、移動局装置１がサポートできない（通信できない）セカン
ダリセルをキャリア・アグリゲーション中に設定しないことを意味する。
【０１１４】
　ここで、基地局装置２の移動局装置能力の第１の解釈は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉ
ｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓに基づくキャリア・アグリゲーションを移動局装置１に設定す
るときに、周波数バンドのそれぞれにおいて、１から最大値までの範囲で上りリンク送信
タイミングの管理が必要なキャリア・アグリゲーションを設定してもよいと解釈する。
【０１１５】
　すなわち、第１の解釈において、基地局装置２は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰ
ａｒａｍｅｔｅｒｓ＃１に基づくキャリア・アグリゲーションを移動局装置１に設定する
ときに、バンドパラメータ群１（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃１）、またはバンドパ
ラメータ群２（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃２）のそれぞれにおいて、必要な上りリ
ンク送信タイミングが１であるキャリア・アグリゲーションを設定しても、必要な上りリ
ンク送信タイミングが２であるキャリア・アグリゲーションを設定してもよいと解釈する
。
【０１１６】
　また、第１の解釈において、基地局装置２は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒ
ａｍｅｔｅｒｓ＃２に基づくキャリア・アグリゲーションを移動局装置１に設定するとき
に、バンドパラメータ群３（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃３）とバンドパラメータ群
４（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃４）のそれぞれにおいて、１つの上りリンク送信タ
イミングの管理のみが必要なキャリア・アグリゲーションを設定しても、ＢａｎｄＰａｒ
ａｍｅｔｅｒｓ＃３とＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃４とでそれぞれ別の上りリンク送
信タイミングの管理が必要なキャリア・アグリゲーションを設定してもよく、更には、Ｂ
ａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃３で２つの上りリンク送信タイミングの管理が必要なキャ
リア・アグリゲーションを設定してもよく、ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃４で２つの
上りリンク送信タイミングの管理が必要なキャリア・アグリゲーションを設定してもよい
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と解釈する。
【０１１７】
　ただし、基地局装置２は、移動局装置１がすでにサポート可能な最大の上りリンク送信
タイミングで動作している場合に、更に異なる上りリンクの送信タイミングの管理が要求
されるキャリア・アグリゲーションを設定することはできない。例えば、移動局装置１が
周波数バンド１（ｂａｎｄＥＵＴＲＡ＃１）と周波数バンド５（ｂａｎｄＥＵＴＲＡ＃５
）との組み合わせにおいてキャリア・アグリゲーションが可能な場合（ＢａｎｄＣｏｍｂ
ｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃２）であっても、周波数バンド１で２つの上りリ
ンク送信タイミングの管理が必要なキャリア・アグリゲーションを設定しているときに、
周波数バンド５のセルを追加することで更なる上りリンク送信タイミングの管理が要求さ
れるような場合（つまり、３つの上りリンク送信タイミングが必要となる場合）は、当該
セルを移動局装置１に設定することはできない。
【０１１８】
　また、基地局装置２の移動局装置能力の第２の解釈は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏ
ｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓに基づくキャリア・アグリゲーションを移動局装置１に設定する
ときに、各バンドパラメータ群（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）において、最大で一つ
の上りリンク送信タイミングの管理が必要なキャリア・アグリゲーションを設定してよい
と解釈する。
【０１１９】
　すなわち、第２の解釈において、基地局装置２は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰ
ａｒａｍｅｔｅｒｓ＃１に基づくキャリア・アグリゲーションを移動局装置１に設定する
ときに、バンドパラメータ群１（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃１）とバンドパラメー
タ群２（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃２）のそれぞれにおいて、１つの上りリンク送
信タイミングのみが要求されるキャリア・アグリゲーションが設定可能であると解釈する
。また、基地局装置２は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃２に
基づくキャリア・アグリゲーションを移動局装置１に設定するときに、バンドパラメータ
群３（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃３）とバンドパラメータ群４（ＢａｎｄＰａｒａ
ｍｅｔｅｒｓ＃４）のそれぞれにおいて、１つの上りリンク送信タイミングのみが要求さ
れるキャリア・アグリゲーションが設定可能であると解釈する。すなわち、基地局装置２
は、各バンドパラメータ群（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）では２つ以上の上りリンク
送信タイミングを要求するキャリア・アグリゲーションを行ってはならないと解釈する。
【０１２０】
　また、移動局装置１は、サポートする上りリンク送信タイミングのサポート数（Ｎｕｍ
ｂｅｒ　ｏｆ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ）として一つの最大値を設定するの
ではなく、複数の上りリンク送信タイミングのサポート数、または上りリンク送信タイミ
ングのサポート数の範囲を設定してもよい。例えば、上りリンク送信タイミングのサポー
ト数の最大数が３である場合、移動局装置１は、値の開始と終わりを示す１と３の値を当
該パラメータとして設定してもよく、１から最大値（３）までの値（１、２、３）を当該
パラメータとして設定してもよい。
【０１２１】
　なお、図４では、サポートする上りリンク送信タイミングの最大数（Ｎｕｍｂｅｒ　ｏ
ｆ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ）が、周波数バンドの組み合わせ（Ｓｕｐｐｏ
ｒｔＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）の一部として含まれる例を示しているが、周波数
バンドの組み合わせ（ＳｕｐｐｏｒｔＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）と独立して設定
されていてもよい。
【０１２２】
　図５は、基地局装置２が、移動局装置１に対してプライマリセルと異なる上りリンクの
送信タイミングを持つセカンダリセルを追加可能かどうかの判断基準として使用される移
動局装置能力通知メッセージにおける、移動局装置１がサポートする周波数バンド、およ
び周波数バンドの組み合わせと上りリンク送信タイミングの能力情報との対応関係の別の
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一例を示したものである。
【０１２３】
　図５では、移動局装置１がサポートする上りリンク送信タイミングの最大数を示すパラ
メータとして、周波数バンドの組み合わせ毎の上りリンク送信タイミングのサポート数（
Ｓｕｐｐｏｒｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）を、周
波数バンドの組み合わせを示すメッセージ構造（ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒ
ａｍｅｔｅｒｓ）にそれぞれ含めている。周波数バンドの組み合わせ毎の上りリンク送信
タイミングのサポート数は１以上の整数（１、２、３、・・・）で指定される。なお、移
動局装置１は、本パラメータの設定を省略することで、当該周波数バンドの組み合わせに
おける上りリンク送信タイミングサポート数が１であることを基地局装置２へ暗黙的に通
知してもよく、その場合、周波数バンドの組み合わせ毎の上りリンク送信タイミングのサ
ポート数は２以上の整数（２、３、・・・）で指定されることが望ましい。
【０１２４】
　周波数バンドの組み合わせ毎の上りリンク送信タイミングのサポート数（Ｓｕｐｐｏｒ
ｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）は、当該周波数バン
ドの組み合わせ（ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）に対してのみ
適用される。つまり、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃１におけ
る上りリンク送信タイミングのサポート数は、Ｓｕｐｐｏｒｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎ
ｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ＃１として設定されてＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒ
ｓ＃１とＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃２に適用され、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏ
ｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃２における上りリンク送信タイミングのサポート数は、Ｓｕｐ
ｐｏｒｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ＃２として設定
されてＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃３とＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃４に適用さ
れる。
【０１２５】
　図５は、周波数バンドの組み合わせ１（ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅ
ｔｅｒｓ＃１）における上りリンク送信タイミングのサポート数（Ｓｕｐｐｏｒｔ　ｏｆ
　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ＃１）が２であり、周波数バン
ドの組み合わせ２（ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃２）におけ
る上りリンク送信タイミングのサポート数（Ｓｕｐｐｏｒｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ
　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ＃２）が２である場合の移動局装置能力の構成を示し
ている。
【０１２６】
　基地局装置２は、図５のように構成された移動局装置能力メッセージに基づき、移動局
装置１がサポートする周波数バンドの組み合わせ（ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａ
ｒａｍｅｔｅｒｓ）に対して設定可能な上りリンク送信タイミングが判断できる。
【０１２７】
　ここで、基地局装置２の移動局装置能力の第１の解釈は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉ
ｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓに基づくキャリア・アグリゲーションを移動局装置１に設定す
るときに、周波数バンドのそれぞれにおいて、１から最大値までの範囲で上りリンク送信
タイミングの管理が必要なキャリア・アグリゲーションを設定してもよいと解釈する。
【０１２８】
　すなわち、第１の解釈において、基地局装置２は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰ
ａｒａｍｅｔｅｒｓ＃１に基づくキャリア・アグリゲーションを移動局装置１に設定する
ときに、バンドパラメータ群１（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃１）、またはバンドパ
ラメータ群２（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃２）のそれぞれにおいて、必要な上りリ
ンク送信タイミングが１から２のいずれかであるキャリア・アグリゲーションを設定して
もよいと解釈する。
【０１２９】
　また、第１の解釈において、基地局装置２は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒ
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ａｍｅｔｅｒｓ＃２に基づくキャリア・アグリゲーションを移動局装置１に設定するとき
に、バンドパラメータ群３（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃３）とバンドパラメータ群
４（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃４）のそれぞれにおいて、１つの上りリンク送信タ
イミングの管理のみが必要なキャリア・アグリゲーションを設定しても、ＢａｎｄＰａｒ
ａｍｅｔｅｒｓ＃３とＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃４とでそれぞれ別の上りリンク送
信タイミングの管理が必要なキャリア・アグリゲーションを設定してもよく、更には、Ｂ
ａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃３で２つの上りリンク送信タイミングの管理が必要なキャ
リア・アグリゲーションを設定してもよく、ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃４で２つの
上りリンク送信タイミングの管理が必要なキャリア・アグリゲーションを設定してもよい
と解釈する。
【０１３０】
　ただし、基地局装置２は、移動局装置１がすでにサポート可能な最大の上りリンク送信
タイミングで動作している場合に、更に異なる上りリンクの送信タイミングの管理が要求
されるキャリア・アグリゲーションを設定することはできない。例えば、移動局装置１が
周波数バンド１（ｂａｎｄＥＵＴＲＡ＃１）と周波数バンド５（ｂａｎｄＥＵＴＲＡ＃５
）との組み合わせにおいてキャリア・アグリゲーションが可能な場合（ＢａｎｄＣｏｍｂ
ｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃２）であっても、周波数バンド１で２つの上りリ
ンク送信タイミングの管理が必要なキャリア・アグリゲーションを設定しているときに、
周波数バンド５のセルを追加することで更なる上りリンク送信タイミングの管理が要求さ
れるような場合（つまり、３つの上りリンク送信タイミングが必要となる場合）は、当該
セルを移動局装置１に設定することはできない。
【０１３１】
　また、基地局装置２の移動局装置能力の第２の解釈は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏ
ｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓに基づくキャリア・アグリゲーションを移動局装置１に設定する
ときに、各バンドパラメータ群（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）において、最大で一つ
の上りリンク送信タイミングの管理が必要なキャリア・アグリゲーションを設定してよい
と解釈する。
【０１３２】
　すなわち、第２の解釈において、基地局装置２は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰ
ａｒａｍｅｔｅｒｓ＃１に基づくキャリア・アグリゲーションを移動局装置１に設定する
ときに、バンドパラメータ群１（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃１）とバンドパラメー
タ群２（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃２）のそれぞれにおいて、１つの上りリンク送
信タイミングのみが要求されるキャリア・アグリゲーションが設定可能であると解釈する
。また、基地局装置２は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃２に
基づくキャリア・アグリゲーションを移動局装置１に設定するときに、バンドパラメータ
群３（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃３）とバンドパラメータ群４（ＢａｎｄＰａｒａ
ｍｅｔｅｒｓ＃４）のそれぞれにおいて、１つの上りリンク送信タイミングのみが要求さ
れるキャリア・アグリゲーションが設定可能であると解釈する。すなわち、基地局装置２
は、各バンドパラメータ群（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）では２つ以上の上りリンク
送信タイミングを要求するキャリア・アグリゲーションを行ってはならないと解釈する。
【０１３３】
　また、移動局装置１は、周波数バンドの組み合わせ毎の上りリンク送信タイミングのサ
ポート数（Ｓｕｐｐｏｒｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏ
ｎ）として一つの最大値を設定するのではなく、複数の上りリンク送信タイミングのサポ
ート数、または上りリンク送信タイミングのサポート数の範囲を設定してもよい。例えば
、周波数バンドの組み合わせ１（ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ
＃１）における上りリンク送信タイミングのサポート数（Ｓｕｐｐｏｒｔ　ｏｆ　ＵＬ　
ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ＃１）の最大数が３である場合、移動局
装置１は、値の開始と終わりを示す１と３の値を当該パラメータとして設定してもよく、
１から最大値（３）までの３つの値（１、２、３）を当該パラメータとして設定してもよ
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い。
【０１３４】
　なお、図５では、周波数バンドの組み合わせ毎の上りリンク送信タイミングのサポート
数（Ｓｕｐｐｏｒｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）が
、周波数バンドの組み合わせ（ＳｕｐｐｏｒｔＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）の一部
として含まれる例を示しているが、周波数バンドの組み合わせ（ＳｕｐｐｏｒｔＢａｎｄ
Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）と独立して設定されていてもよい。
【０１３５】
　図６は、基地局装置２が、移動局装置１に対してプライマリセルと異なる上りリンクの
送信タイミングを持つセカンダリセルを追加可能かどうかの判断基準として使用される移
動局装置能力通知メッセージにおける、移動局装置１がサポートする周波数バンドと上り
リンク送信タイミングの能力情報との対応関係の一例を示したものである。
【０１３６】
　図６では、移動局装置１がサポートする上りリンク送信タイミングの最大数を示すパラ
メータとして、バンドパラメータ群毎の上りリンク送信タイミングのサポート数（Ｓｕｐ
ｐｏｒｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎｄ）を、バンドパラメータ群を構
成するメッセージ構造（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）にそれぞれ含めている。バンド
パラメータ群毎の上りリンク送信タイミングのサポート数は１以上の整数（１、２、３、
・・・）で指定される。なお、移動局装置１は、本パラメータの設定を省略することで、
当該バンドパラメータ群における上りリンク送信タイミングサポート数が１であることを
基地局装置２へ暗黙的に通知してもよく、その場合、バンドパラメータ群毎の上りリンク
送信タイミングのサポート数は２以上の整数（２、３、・・・）で指定されることが望ま
しい。
【０１３７】
　バンドパラメータ群毎の上りリンク送信タイミングのサポート数（Ｓｕｐｐｏｒｔ　ｏ
ｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎｄ）は、当該バンドパラメータ群の周波数バン
ド（ｂａｎｄＥＵＴＲＡ）に対してのみ適用される。つまり、つまり、ＢａｎｄＰａｒａ
ｍｅｔｅｒｓ＃１における上りリンク送信タイミングのサポート数は、Ｓｕｐｐｏｒｔ　
ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎｄ＃１として設定されてＢａｎｄＰａｒａｍ
ｅｔｅｒｓ＃１（ｂａｎｄＥＵＴＲＡ＃１）に適用され、ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ
＃２における上りリンク送信タイミングのサポート数は、Ｓｕｐｐｏｒｔ　ｏｆ　ＵＬ　
ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎｄ＃２としてとして設定されてＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅ
ｒｓ＃２（ｂａｎｄＥＵＴＲＡ＃１）に適用される。
【０１３８】
　図６は、バンドパラメータ群毎の上りリンク送信タイミングのサポート数（Ｓｕｐｐｏ
ｒｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎｄ）が１または２を示す場合で、上り
リンクにおけるアグリゲーション可能な周波数バンドの組み合わせ（ＢａｎｄＣｏｍｂｉ
ｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）が２通りである場合の移動局装置能力の構成を示し
ている。
【０１３９】
　基地局装置２は、図６のように構成された移動局装置能力メッセージに基づき、移動局
装置１がサポートするバンドパラメータ群（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）に対して設
定可能な上りリンク送信タイミングが判断できる。
【０１４０】
　ここで、基地局装置２は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓに基
づくキャリア・アグリゲーションを移動局装置１に設定するときに、周波数バンドのそれ
ぞれにおいて、１から最大値までの範囲で上りリンク送信タイミングの管理が必要なキャ
リア・アグリゲーションを設定してもよいと解釈する。
【０１４１】
　すなわち、基地局装置２は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃
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１に基づくキャリア・アグリゲーションを移動局装置１に設定するときに、バンドパラメ
ータ群１（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃１）において、必要な上りリンク送信タイミ
ングが１であるキャリア・アグリゲーションを設定しても、必要な上りリンク送信タイミ
ングが２であるキャリア・アグリゲーションを設定してもよいと解釈し、バンドパラメー
タ群２（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃２）において、必要な上りリンク送信タイミン
グが１であるキャリア・アグリゲーションを設定してもよいと解釈する。すなわち、基地
局装置２は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃１において、最大
で３つの上りリンク送信タイミングの管理が必要なキャリア・アグリゲーションを設定し
てよいと解釈する。
【０１４２】
　また、基地局装置２は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃２に
基づくキャリア・アグリゲーションを移動局装置１に設定するときに、バンドパラメータ
群３（ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃３）とバンドパラメータ群４（ＢａｎｄＰａｒａ
ｍｅｔｅｒｓ＃４）において、それぞれ１つの上りリンク送信タイミングの管理のみが必
要なキャリア・アグリゲーションを設定しても、ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃３で１
つまたは２つの上りリンク送信タイミングの管理が必要なキャリア・アグリゲーションを
設定してもよく、ＢａｎｄＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃４で１つの上りリンク送信タイミング
の管理が必要なキャリア・アグリゲーションを設定してもよいと解釈する。すなわち、基
地局装置２は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃２において、最
大で３つの上りリンク送信タイミングの管理が必要なキャリア・アグリゲーションを設定
してよいと解釈する。
【０１４３】
　また、移動局装置１は、バンドパラメータ群毎の上りリンク送信タイミングのサポート
数（Ｓｕｐｐｏｒｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎｄ）として一つの最大
値を設定するのではなく、複数の上りリンク送信タイミングのサポート数、または上りリ
ンク送信タイミングのサポート数の範囲を設定してもよい。例えば、上りリンク送信タイ
ミングのサポート数の最大数が３である場合、移動局装置１は、値の開始と終わりを示す
１と３の値を当該パラメータとして設定してもよく、１から最大値（３）までの値（１、
２、３）を当該パラメータとして設定してもよい。
【０１４４】
　このように、第１の実施形態によれば、基地局装置２は、移動局装置１に上りリンク送
信タイミングが非調整の上りリンク周波数（上りリンクコンポーネントキャリア）を持つ
セル（セカンダリセル）が設定可能かどうかの判断に、移動局装置１から受信した移動局
装置能力の情報に基づいて設定を行うことができる。また、移動局装置１は、上りリンク
送信タイミングの異なるセル（コンポーネントキャリア）を用いた通信が可能かどうかを
示す移動局装置能力を基地局装置２へ正しく通知することが可能となる。
【０１４５】
　第１の実施形態のように構成することによって、基地局装置２が複数の上りリンク送信
タイミングでの送信をサポートしない移動局装置１に対して複数の上りリンク送信タイミ
ングを設定してしまうという問題を解決することができる。
【０１４６】
　本実施形態の移動局装置１は、キャリア・アグリゲーション時における上りリンク送信
タイミングに関する移動局装置能力を基地局装置２へ通知（報告）する。移動局装置１は
、全ての周波数バンドの組み合わせ、または周波数バンドの組み合わせ毎、または周波数
バンド毎にサポート可能な上りリンク送信タイミングについて基地局装置２へ通知する。
このように、移動局装置１は、自局装置の能力について適切に基地局装置２へ通知するこ
とが可能となるため、周辺セルの状態や無線品質に応じて適切にキャリア・アグリゲーシ
ョンが設定されることになり、移動局装置１のスループットが向上する。
【０１４７】
　また、本実施形態の基地局装置２は、移動局装置１が通知（報告）した移動局装置能力
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に基づいて上りリンク送信タイミングの異なるセカンダリセルを効率的に設定することが
できる。必要であれば、基地局装置２は、セカンダリセルの追加時、またはセカンダリセ
ルの変更時に当該セカンダリセルで実施されるランダムアクセス手順に適用される物理ラ
ンダムアクセスチャネルを設定することができる。また、基地局装置２は、グループ識別
子を用いることによって、セカンダリセルの追加時、またはセカンダリセルの変更時に当
該セカンダリセルと同じ上りリンク送信タイミングを持つセルのグループを設定すること
ができる。また、基地局装置２は、セカンダリセルに対して、必要に応じてランダムアク
セス手順を開始することができる。このように、基地局装置２は移動局装置能力に基づい
て適切なスケジューリングを行うことが可能となる。
【０１４８】
　＜第２の実施形態＞
　本発明の第２の実施形態について以下に説明する。第１の実施形態では、移動局装置１
における複数の上りリンク送信タイミングの能力を示すパラメータを従来の移動局装置能
力のパラメータ構造に追加して示す方法について例示したが、メッセージ構造の後方互換
性（backward compatibility）を考慮すると、従来のパラメータ構造に変更を加えずに別
パラメータとして設定する方がよい場合がある。
【０１４９】
　そこで、本発明の第２の実施形態は、複数の上りリンク送信タイミングを示す移動局装
置能力の情報を別のパラメータとして設定する方法について示す。本実施形態に用いる移
動局装置１と基地局装置２の構成は、それぞれ図１と図２と同じ構成で良いため説明を省
略する。また、本移動局装置１と本基地局装置２が配置される通信システムのネットワー
ク構成は、図１７に示したものと同様のものを適用できる。
【０１５０】
　図７は、基地局装置２が、移動局装置１に対してプライマリセルと異なる上りリンクの
送信タイミングを持つセカンダリセルを追加可能かどうかの判断基準として使用される移
動局装置能力通知メッセージにおける、移動局装置１がサポートする周波数バンドの組み
合わせと上りリンク送信タイミングの能力情報との対応関係をパラメータリストとして設
定した一例を示したものである。
【０１５１】
　図７では、移動局装置１がサポートする上りリンク送信タイミングの最大数を示すパラ
メータとして、周波数バンドの組み合わせ毎の上りリンク送信タイミングのサポート数リ
スト（Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｌｉｓｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎｄ　Ｃｏ
ｍｂｉｎａｔｉｏｎ）を、移動局装置能力のメッセージ構造に含めている。また、周波数
バンドの組み合わせ毎の上りリンク送信タイミングのサポート数リストのリスト長は、周
波数バンドの組み合わせ（ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）数に
等しく、周波数バンドの組み合わせ毎に上りリンク送信タイミングの最大数を示すパラメ
ータ（Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）が
設定される。
【０１５２】
　換言すれば、上りリンク送信タイミングのサポート数に関する移動局装置能力は、３つ
のパラメータ（Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｌｉｓｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎ
ｄ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ、
Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）で構成さ
れる。
【０１５３】
　図７は、周波数バンドの組み合わせ毎の上りリンク送信タイミングのサポート数リスト
（Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｌｉｓｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎｄ　Ｃｏｍｂ
ｉｎａｔｉｏｎ）として、４通りの周波数バンドの組み合わせ（ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａ
ｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃１～ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅ
ｒｓ＃４）を含み、各ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓに対応した
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、周波数バンドの組み合わせ毎に上りリンク送信タイミングの最大数を示すパラメータ（
Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ＃１～Ｎｕ
ｍｂｅｒ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ＃４）が設定さ
れた例を示している。
【０１５４】
　このとき、周波数バンドの組み合わせ毎に上りリンク送信タイミングの最大数を示すパ
ラメータ（Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ
）は１以上の整数（１、２、３、・・・）で指定される。
【０１５５】
　また、本パラメータが設定されるリストが、周波数バンドの組み合わせと一対一に対応
するようにパラメータを設定することによって、移動局装置１は、周波数バンドの組み合
わせ（ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）を示すパラメータを省略
し、周波数バンドの組み合わせ毎に上りリンク送信タイミングの最大数を示すパラメータ
（Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）だけで
リストを構成することも可能である。この場合、上りリンク送信タイミングのサポート数
に関する移動局装置能力は、２つのパラメータ（Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｌｉｓｔ　ｏｆ　ＵＬ
　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎｄ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ、Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｕ
Ｌ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）で構成される。
【０１５６】
　基地局装置２は、図７のように構成された移動局装置能力メッセージに基づき、移動局
装置１がサポートする周波数バンドの組み合わせ（ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａ
ｒａｍｅｔｅｒｓ）に対して設定可能な上りリンク送信タイミングが判断できる。
【０１５７】
　ここで、基地局装置２は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓに基
づくキャリア・アグリゲーションを移動局装置１に設定する場合、第１の実施形態に示し
た第１の解釈または第２の解釈を適用してキャリア・アグリゲーションを設定する。
【０１５８】
　また、図８は、基地局装置２が、移動局装置１に対してプライマリセルと異なる上りリ
ンクの送信タイミングを持つセカンダリセルを追加可能かどうかの判断基準として使用さ
れる移動局装置能力通知メッセージにおける、移動局装置１がサポートする周波数バンド
と上りリンク送信タイミングの能力情報との対応関係をパラメータリストとして設定した
一例を示したものである。
【０１５９】
　図８では、移動局装置１がサポートする上りリンク送信タイミングの最大数を示すパラ
メータとして、当該移動局装置１がサポートする周波数バンド毎の上りリンク送信タイミ
ングのサポート数リスト（Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｌｉｓｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏ
ｒ　Ｂａｎｄ）を、移動局装置能力のメッセージ構造に含めている。また、周波数バンド
毎の上りリンク送信タイミングのサポート数リストのリスト長は、周波数バンド（ｂａｎ
ｄＥＵＴＲＡ）数に等しく、周波数バンド毎に上りリンク送信タイミングの最大数を示す
パラメータ（Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎｄ）が設定され
る。換言すれば、上りリンク送信タイミングのサポート数に関する移動局装置能力は、３
つのパラメータ（Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｌｉｓｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａ
ｎｄ、ｂａｎｄＥＵＴＲＡ、Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎ
ｄ）で構成される。
【０１６０】
　図８は、周波数バンド毎の上りリンク送信タイミングのサポート数リスト（Ｓｕｐｐｏ
ｒｔ　Ｌｉｓｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎｄ）として、４通りの周波
数バンド（ｂａｎｄＥＵＴＲＡ＃１～ｂａｎｄＥＵＴＲＡ＃４）を含み、各ｂａｎｄＥＴ
ＵＲＡに対応した上りリンク送信タイミングの最大数を示すパラメータ（Ｎｕｍｂｅｒ　
ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎｄ＃１～Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍ
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ｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎｄ＃４）が設定された例を示している。
【０１６１】
　このとき、周波数バンドの組み合わせ毎に上りリンク送信タイミングの最大数を示すパ
ラメータ（Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎｄ）は１以上の整
数（１、２、３、・・・）で指定される。
【０１６２】
　また、本パラメータが設定されるリストが、周波数バンドと一対一に対応するようにパ
ラメータを設定することによって、移動局装置１は、周波数バンド（ｂａｎｄＥＴＵＲＡ
）を示すパラメータを省略し、周波数バンド毎に上りリンク送信タイミングの最大数を示
すパラメータ（Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎｄ）だけでリ
ストを構成することも可能である。この場合、上りリンク送信タイミングのサポート数に
関する移動局装置能力は、２つのパラメータ（Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｌｉｓｔ　ｏｆ　ＵＬ　
ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎｄ、Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　
Ｂａｎｄ）で構成される。
【０１６３】
　なお、移動局装置１は、（１）上りリンク送信タイミングの最大サポート数（例えば、
図４におけるＮｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ）、（２）周波
数バンドの組み合わせ毎の上りリンク送信タイミングの最大サポート数（例えば、図５に
おけるＳｕｐｐｏｒｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）
を必要に応じて基地局装置２へ通知することも可能である。
【０１６４】
　基地局装置２は、通知された移動局装置能力メッセージに基づき、対応する周波数バン
ド（ｂａｎｄＥＵＴＲＡ）毎に移動局装置１の最大設定可能な上りリンク送信タイミング
が判断できる。
【０１６５】
　ここで、基地局装置２は、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓに基
づくキャリア・アグリゲーションを移動局装置１に設定する場合、第１の実施形態に示し
た第１の解釈または第２の解釈を適用してキャリア・アグリゲーションを設定する。
【０１６６】
　このように、第２の実施形態によれば、基地局装置２は、移動局装置１に上りリンク送
信タイミングが非調整の上りリンク周波数（上りリンクコンポーネントキャリア）を持つ
セル（セカンダリセル）が設定可能かどうかの判断に、移動局装置１から受信した移動局
装置能力の情報に基づいて設定を行うことができる。また、移動局装置１は、上りリンク
送信タイミングの異なるセル（コンポーネントキャリア）を用いた通信が可能かどうかを
示す移動局装置能力を基地局装置２へ正しく通知することが可能となる。
【０１６７】
　第２の実施形態のように構成することによって、基地局装置２が複数の上りリンク送信
タイミングでの送信をサポートしない移動局装置１に対して複数の上りリンク送信タイミ
ングを設定してしまうという問題を解決することができる。
【０１６８】
　本実施形態の移動局装置１は、キャリア・アグリゲーション時における上りリンク送信
タイミングに関する移動局装置能力を基地局装置２へ通知（報告）する。移動局装置１は
、周波数バンドの組み合わせ毎、または周波数バンド毎にサポート可能な上りリンク送信
タイミングのリストを基地局装置２へ通知する。このように、移動局装置１は、自局装置
の能力について適切に基地局装置２へ通知することが可能となるため、周辺セルの状態や
無線品質に応じて適切にキャリア・アグリゲーションが設定されることになり、移動局装
置１のスループットが向上する。
【０１６９】
　また、本実施形態の基地局装置２は、移動局装置１が通知（報告）した移動局装置能力
に基づいて上りリンク送信タイミングの異なるセカンダリセルを効率的に設定することが
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できる。必要であれば、基地局装置２は、セカンダリセルの追加時、またはセカンダリセ
ルの変更時に当該セカンダリセルで実施されるランダムアクセス手順に適用される物理ラ
ンダムアクセスチャネルを設定することができる。また、基地局装置２は、グループ識別
子を用いることによって、セカンダリセルの追加時、またはセカンダリセルの変更時に当
該セカンダリセルと同じ上りリンク送信タイミングを持つセルのグループを設定すること
ができる。また、基地局装置２は、セカンダリセルに対して、必要に応じてランダムアク
セス手順を開始することができる。このように、基地局装置２は移動局装置能力に基づい
て適切なスケジューリングを行うことが可能となる。
【０１７０】
　＜第３の実施形態＞
　本発明の第３の実施形態について以下に説明する。本発明の第３の実施形態は、複数の
上りリンク送信タイミングを示す移動局装置能力として、周波数バンドの組み合わせ毎ま
たは、周波数バンド毎に１ビットの識別子を割り当てることにより、移動局装置能力メッ
セージのメッセージ量の削減を実現する方法について示す。本実施形態に用いる移動局装
置１と基地局装置２の構成は、それぞれ図１と図２と同じ構成で良いため説明を省略する
。また、本移動局装置１と本基地局装置２が配置される通信システムのネットワーク構成
は、図１７に示したものと同様のものを適用できる。
【０１７１】
　図９は、基地局装置２が、移動局装置１に対してプライマリセルと異なる上りリンクの
送信タイミングを持つセカンダリセルを追加可能かどうかの判断基準として使用される移
動局装置能力通知メッセージにおける、移動局装置１がサポートする周波数バンドの組み
合わせと上りリンク送信タイミングの能力情報との対応関係をそれぞれ１ビットの識別子
情報によって設定した一例を示したものである。
【０１７２】
　図９では、移動局装置１が複数の上りリンク送信タイミングのサポートの可否を示すパ
ラメータとして、周波数バンドの組み合わせ毎の上りリンク送信タイミングのサポートイ
ンディケーション（Ｓｕｐｐｏｒｔ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ
　ｆｏｒ　Ｂａｎｄ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）を、移動局装置能力のメッセージ構造に
含めている。また、周波数バンドの組み合わせ毎の上りリンク送信タイミングのサポート
インディケーションのリスト長は、周波数バンドの組み合わせ（ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａ
ｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）数に等しく、周波数バンドの組み合わせ毎に複数の上り
リンク送信タイミングの可否を示すパラメータ（Ｔｒｕｅ、またはＦａｌｓｅ）が設定さ
れる。
【０１７３】
　換言すれば、上りリンク送信タイミングのサポート数に関する移動局装置能力は、３つ
のパラメータ（Ｓｕｐｐｏｒｔ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆ
ｏｒ　Ｂａｎｄ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ、ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍ
ｅｔｅｒｓ、Ｔｒｕｅ／Ｆａｌｓｅ）で構成される。なお、１または０、Ｓｕｐｐｏｒｔ
ｅｄ／Ｎｏｎ－ｓｕｐｐｏｒｔｅｄなど、パラメータとして同様の意味を示すものをＴｒ
ｕｅ／Ｆａｌｓｅの代わりに設定してよい。
【０１７４】
　図９は、周波数バンドの組み合わせ毎の上りリンク送信タイミングのサポートインディ
ケーション（Ｓｕｐｐｏｒｔ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏ
ｒ　Ｂａｎｄ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）として、４通りの周波数バンドの組み合わせ（
ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃１～ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔ
ｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ＃４）を含み、各ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａ
ｍｅｔｅｒｓに対応した、周波数バンドの組み合わせ毎に上りリンク送信タイミングの可
否を示すパラメータ（Ｔｒｕｅ／Ｆａｌｓｅ）が設定された例を示している。
【０１７５】
　また、本パラメータが設定されるリストが、周波数バンドの組み合わせと一対一に対応
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するようにパラメータを設定することによって、移動局装置１は、周波数バンドの組み合
わせ（ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）を示すパラメータを省略
し、周波数バンドの組み合わせ毎に上りリンク送信タイミングの可否を示すパラメータ（
Ｔｒｕｅ／Ｆａｌｓｅ）だけでリストを構成することも可能である。この場合、上りリン
ク送信タイミングのサポート数に関する移動局装置能力は、２つのパラメータ（Ｓｕｐｐ
ｏｒｔ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎｄ　Ｃｏｍ
ｂｉｎａｔｉｏｎ、Ｔｒｕｅ／Ｆａｌｓｅ）で構成される。
【０１７６】
　なお、移動局装置１は、（１）上りリンク送信タイミングの最大サポート数（例えば、
図４におけるＮｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ）、（２）周波
数バンドの組み合わせ毎の上りリンク送信タイミングの最大サポート数（例えば、図５に
おけるＳｕｐｐｏｒｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）
を必要に応じて基地局装置２へ通知することも可能である。
【０１７７】
　また、移動局装置１は、周波数バンドの組み合わせ（ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ
Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ）に含まれる周波数バンド（ｂａｎｄＥＵＴＲＡ）毎に複数の上り
リンク送信タイミングのサポートの可否を基地局装置２へ通知することによって、キャリ
ア・アグリゲーション中の周波数バンドに応じた上りリンク送信タイミングの可否を通知
するように構成することも可能である。
【０１７８】
　基地局装置２は、通知された移動局装置能力メッセージに基づき、対応する周波数バン
ドの組み合わせ（ＢａｎｄＣｏｍｂｉｎａｔｉｏｎＰａｒａｍｅｔｅｒｓ）毎に移動局装
置１の最大設定可能な上りリンク送信タイミングが判断できる。
【０１７９】
　また、図１０は、基地局装置２が、移動局装置１に対してプライマリセルと異なる上り
リンクの送信タイミングを持つセカンダリセルを追加可能かどうかの判断基準として使用
される移動局装置能力通知メッセージにおける、移動局装置１がサポートする周波数バン
ドと上りリンク送信タイミングの能力情報との対応関係をそれぞれ１ビットの識別子情報
によって設定した一例を示したものである。
【０１８０】
　図１０では、移動局装置１が複数の上りリンク送信タイミングのサポートの可否を示す
パラメータとして、周波数バンド毎の上りリンク送信タイミングのサポートインディケー
ション（Ｓｕｐｐｏｒｔ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　
Ｂａｎｄ）を、移動局装置能力のメッセージ構造に含めている。また、周波数バンド毎の
上りリンク送信タイミングのサポートインディケーションのリスト長は、サポートされる
周波数バンド（ｂａｎｄＥＵＴＲＡ）の数に等しく、周波数バンド毎に複数の上りリンク
送信タイミングの可否を示すパラメータ（Ｔｒｕｅ、またはＦａｌｓｅ）が設定される。
換言すれば、上りリンク送信タイミングのサポート数に関する移動局装置能力は、３つの
パラメータ（Ｓｕｐｐｏｒｔ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏ
ｒ　Ｂａｎｄ、ｂａｎｄＥＵＴＲＡ、Ｔｒｕｅ／Ｆａｌｓｅ）で構成される。なお、１ま
たは０、Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ／Ｎｏｎ－ｓｕｐｐｏｒｔｅｄなど、パラメータとして同様
の意味を示すものをＴｒｕｅ／Ｆａｌｓｅの代わりに設定してよい。
【０１８１】
　図１０は、周波数バンド毎の上りリンク送信タイミングのサポートインディケーション
（Ｓｕｐｐｏｒｔ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｂａｎ
ｄ）として、４通りの周波数バンド（ｂａｎｄＥＵＴＲＡ＃１～ｂａｎｄＥＵＴＲＡ＃４
）を含み、各ｂａｎｄＥＵＴＲＡに対応した、周波数バンド毎に上りリンク送信タイミン
グの可否を示すパラメータ（Ｔｒｕｅ／Ｆａｌｓｅ）が設定された例を示している。
【０１８２】
　また、本パラメータが設定されるリストが、サポートする周波数バンドと一対一に対応



(32) JP 5856763 B2 2016.2.10

10

20

30

40

50

するようにパラメータを設定することによって、移動局装置１は、周波数バンド（ｂａｎ
ｄＥＵＴＲＡ）を示すパラメータを省略し、周波数バンド毎に上りリンク送信タイミング
の可否を示すパラメータ（Ｔｒｕｅ／Ｆａｌｓｅ）だけでリストを構成することも可能で
ある。この場合、上りリンク送信タイミングのサポート数に関する移動局装置能力は、２
つのパラメータ（Ｓｕｐｐｏｒｔ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　
ｆｏｒ　Ｂａｎｄ、Ｔｒｕｅ／Ｆａｌｓｅ）で構成される。
【０１８３】
　なお、移動局装置１は、（１）上りリンク送信タイミングの最大サポート数（例えば、
図４におけるＮｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ）、（２）周波
数バンドの組み合わせ毎の上りリンク送信タイミングの最大サポート数（例えば、図５に
おけるＳｕｐｐｏｒｔ　ｏｆ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）
を必要に応じて基地局装置２へ通知することも可能である。
【０１８４】
　基地局装置２は、通知された移動局装置能力メッセージに基づき、対応する周波数バン
ド（ｂａｎｄＥＵＴＲＡ）毎に移動局装置１の最大設定可能な上りリンク送信タイミング
が判断できる。
【０１８５】
　このように、第３の実施形態によれば、基地局装置２は、移動局装置１に上りリンク送
信タイミングが非調整の上りリンク周波数（上りリンクコンポーネントキャリア）を持つ
セル（セカンダリセル）が設定可能かどうかの判断に、移動局装置１から受信した移動局
装置能力の情報に基づいて設定を行うことができる。また、移動局装置１は、上りリンク
送信タイミングの異なるセル（コンポーネントキャリア）を用いた通信が可能かどうかを
示す移動局装置能力を基地局装置２へ正しく通知することが可能となる。
【０１８６】
　第３の実施形態のように構成することによって、基地局装置２が複数の上りリンク送信
タイミングでの送信をサポートしない移動局装置１に対して複数の上りリンク送信タイミ
ングを設定してしまうという問題を解決することができる。
【０１８７】
　本実施形態の移動局装置１は、キャリア・アグリゲーション時における上りリンク送信
タイミングに関する移動局装置能力を基地局装置２へ通知（報告）する。移動局装置１は
、周波数バンドの組み合わせ毎、または周波数バンド毎にサポート可能な上りリンク送信
タイミングの可否を示すインディケーションを基地局装置２へ通知する。このように、移
動局装置１は、自局装置の能力について適切に基地局装置２へ通知することが可能となる
ため、周辺セルの状態や無線品質に応じて適切にキャリア・アグリゲーションが設定され
ることになり、移動局装置１のスループットが向上する。
【０１８８】
　また、本実施形態の基地局装置２は、移動局装置１が通知（報告）した移動局装置能力
に基づいて上りリンク送信タイミングの異なるセカンダリセルを効率的に設定することが
できる。必要であれば、基地局装置２は、セカンダリセルの追加時、またはセカンダリセ
ルの変更時に当該セカンダリセルで実施されるランダムアクセス手順に適用される物理ラ
ンダムアクセスチャネルを設定することができる。また、基地局装置２は、グループ識別
子を用いることによって、セカンダリセルの追加時、またはセカンダリセルの変更時に当
該セカンダリセルと同じ上りリンク送信タイミングを持つセルのグループを設定すること
ができる。また、基地局装置２は、セカンダリセルに対して、必要に応じてランダムアク
セス手順を開始することができる。このように、基地局装置２は移動局装置能力に基づい
て適切なスケジューリングを行うことが可能となる。
【０１８９】
　＜第４の実施形態＞
　本発明の第４の実施形態について以下に説明する。本発明の第４実施形態は、複数の上
りリンク送信タイミングを示す移動局装置能力として、周波数バンドの組み合わせのタイ
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プによって１ビットの識別子を割り当てることにより、移動局装置能力メッセージのメッ
セージ量の更なる削減を実現する方法について示す。本実施形態に用いる移動局装置１と
基地局装置２の構成は、それぞれ図１と図２と同じ構成で良いため説明を省略する。また
、本移動局装置１と本基地局装置２が配置される通信システムのネットワーク構成は、図
１７に示したものと同様のものを適用できる。
【０１９０】
　図１１は、基地局装置２が、移動局装置１に対してプライマリセルと異なる上りリンク
の送信タイミングを持つセカンダリセルを追加可能かどうかの判断基準として使用される
移動局装置能力通知メッセージにおける、移動局装置１がサポートする周波数バンドの組
み合わせのタイプと上りリンク送信タイミングの能力情報との対応関係をそれぞれ１ビッ
トの識別子情報によって設定した一例を示したものである。
【０１９１】
　図１１では、移動局装置１が複数の上りリンク送信タイミングのサポートの可否を示す
パラメータとして、周波数内連続キャリア・アグリゲーション（Ｉｎｔｒａｂａｎｄ　ｃ
ｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）および周波数内不連続
キャリア・アグリゲーション（Ｉｎｔｒａｂａｎｄ　ｎｏｎ－ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　Ｃ
ａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）のそれぞれにおいて複数の上りリンク送信タイ
ミングのサポート可否を示すインディケーションが設定されるパラメータ（ｉｎｔｒａｂ
ａｎｄ　ＭＴＡ（Ｍｕｌｔｉ－Ｔｉｍｉｎｇ　Ａｄｖａｎｃｅ）　ｓｕｐｐｏｒｔ）と、
周波数間連続キャリア・アグリゲーション（Ｉｎｔｒａｂａｎｄ　ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ
　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）と周波数間不連続キャリア・アグリゲーシ
ョン（Ｉｎｔｒａｂａｎｄ　ｎｏｎ－ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒ
ｅｇａｔｉｏｎ）のそれぞれにおいて複数の上りリンク送信タイミングのサポート可否を
示すインディケーションが設定されるパラメータ（ｉｎｔｅｒｂａｎｄ　ＭＴＡ（Ｍｕｌ
ｔｉ－Ｔｉｍｉｎｇ　Ａｄｖａｎｃｅ）　ｓｕｐｐｏｒｔ）が設定される。
【０１９２】
　それぞれのパラメータ（インディケーション）には、複数の上りリンク送信タイミング
をサポートする場合にＴｒｕｅが設定され、サポートしない場合にＦａｌｓｅが設定され
る。なお、１または０、Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ／Ｎｏｎ－ｓｕｐｐｏｒｔｅｄなど、パラメ
ータとして同様の意味を示すものをＴｒｕｅ／Ｆａｌｓｅの代わりに設定してよい。
【０１９３】
　なお、このとき、周波数内連続キャリア・アグリゲーションと周波数内不連続キャリア
・アグリゲーションとをそれぞれ独立したパラメータとしてもよい。同様に、周波数間連
続キャリア・アグリゲーションと周波数間不連続キャリア・アグリゲーションとをそれぞ
れ独立したパラメータとしてもよい。
【０１９４】
　なお、移動局装置１は、上りリンク送信タイミングの最大サポート数（例えば、図４に
おけるＮｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　ＵＬ　ｔｉｍｉｎｇ）を必要に応じて基地
局装置２へ通知することも可能である。
【０１９５】
　基地局装置２は、通知された移動局装置能力メッセージに基づき、対応する周波数バン
ドの組み合わせのタイプ毎に移動局装置１の最大設定可能な上りリンク送信タイミングが
判断できる。
【０１９６】
　このように、第４の実施形態によれば、基地局装置２は、移動局装置１に上りリンク送
信タイミングが非調整の上りリンク周波数（上りリンクコンポーネントキャリア）を持つ
セル（セカンダリセル）が設定可能かどうかの判断に、移動局装置１から受信した移動局
装置能力の情報に基づいて設定を行うことができる。また、移動局装置１は、上りリンク
送信タイミングの異なるセル（コンポーネントキャリア）を用いた通信が可能かどうかを
示す移動局装置能力を基地局装置２へ正しく通知することが可能となる。
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【０１９７】
　第４の実施形態のように構成することによって、基地局装置２が複数の上りリンク送信
タイミングでの送信をサポートしない移動局装置１に対して複数の上りリンク送信タイミ
ングを設定してしまうという問題を解決することができる。
【０１９８】
　本実施形態の移動局装置１は、キャリア・アグリゲーション時における上りリンク送信
タイミングに関する移動局装置能力を基地局装置２へ通知（報告）する。移動局装置１は
、周波数バンドの組み合わせのタイプ毎にサポート可能な上りリンク送信タイミングの可
否を示すインディケーションを基地局装置２へ通知する。このように、移動局装置１は、
自局装置の能力について適切に基地局装置２へ通知することが可能となるため、周辺セル
の状態や無線品質に応じて適切にキャリア・アグリゲーションが設定されることになり、
移動局装置１のスループットが向上する。
【０１９９】
　また、本実施形態の基地局装置２は、移動局装置１が通知（報告）した移動局装置能力
に基づいて上りリンク送信タイミングの異なるセカンダリセルを効率的に設定することが
できる。必要であれば、基地局装置２は、セカンダリセルの追加時、またはセカンダリセ
ルの変更時に当該セカンダリセルで実施されるランダムアクセス手順に適用される物理ラ
ンダムアクセスチャネルを設定することができる。また、基地局装置２は、グループ識別
子を用いることによって、セカンダリセルの追加時、またはセカンダリセルの変更時に当
該セカンダリセルと同じ上りリンク送信タイミングを持つセルのグループを設定すること
ができる。また、基地局装置２は、セカンダリセルに対して、必要に応じてランダムアク
セス手順を開始することができる。このように、基地局装置２は移動局装置能力に基づい
て適切なスケジューリングを行うことが可能となる。
【０２００】
　なお、以上説明した実施形態は単なる例示に過ぎず、様々な変形例、代替例、置換例を
用いて実現することができる。例えば、本上りリンク送信方式は、ＦＤＤ（周波数分割復
信）方式とＴＤＤ（時分割復信）方式のどちらの通信システムに対しても適用可能である
。また、上述した実施形態においては、ＥＵＴＲＡ、Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡが適
用される通信システムにおける例を記載したが、本発明に係る移動局装置、基地局装置、
通信システム、移動局装置能力通知方法および集積回路は、異なる複数の上りリンク送信
がサポートされる通信システムであれば適用することが可能である。また、移動局装置能
力で示される各パラメータの名称は、説明の便宜上呼称しているものであって、実際に適
用されるパラメータ名称と本願のパラメータ名称とが異なっていても、本願が主張する発
明の趣旨に影響するものではないのは明らかである。
【０２０１】
　また、移動局装置１とは、移動する端末に限らず、固定端末に移動局装置１の機能を実
装することなどにより本発明を実現しても良い。
【０２０２】
　また、説明の便宜上、実施形態の移動局装置１および基地局装置２を機能的なブロック
図を用いて説明したが、移動局装置１および基地局装置２の各部の機能またはこれらの機
能の一部を実現するためのプログラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して
、この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータシステムに読み込ませ、実行する
ことにより移動局装置１や基地局装置２の制御を行なっても良い。なお、ここでいう「コ
ンピュータシステム」とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。
【０２０３】
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、半導体媒体（例えば、ＲＡＭ、
不揮発性メモリカード等）、光記録媒体（例えば、DVD、MO、MD、CD、BD等）、磁気記録
媒体（例えば、磁気テープ、フレキシブルディスク等）等の可搬媒体、コンピュータシス
テムに内蔵されるディスクユニット等の記憶装置のことをいう。さらに、「コンピュータ
読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回
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線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間の間、動的にプログラム
を保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮
発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含むものとする。また上
記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても良く、さらに、前
述した機能をコンピュータシステムに既に記録されているプログラムとの組み合わせで実
現できるものであっても良い。
【０２０４】
　また、上記各実施形態に用いた移動局装置１および基地局装置２の各機能ブロック、ま
たは諸特徴は、典型的にはＩＣ（集積回路）であるＬＳＩを含む回路内で構成されてもよ
い。その場合、ＬＳＩの集積密度はどのような密度で実現されていても良い。各機能ブロ
ックおよび諸特徴は個別にチップ化してもよいし、一部または全部を集積してチップ化し
てもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回路または汎用プロセッサで実
現しても良い。また、半導体技術の進歩などによりＬＳＩに代替する集積回路化の技術が
出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能である。
【０２０５】
　以上、この発明の実施形態について特定の具体例に基づいて詳述してきたが、本発明の
趣旨ならびに特許請求の範囲は、これら特定の具体例に限定されないことは明らかである
。すなわち、本明細書の記載は例示説明を目的としたものであり、本発明に対して何ら制
限を加えるものではない。
【符号の説明】
【０２０６】
１…移動局装置
２…基地局装置
１１～１３…送信装置
２１～２３…受信装置
１０１、２０１…受信部
１０２、２０２…復調部
１０３、２０３…復号部
１０４…測定処理部
１０５、２０４…制御部
１０６…ランダムアクセス制御部
１０７、２０５…符号部
１０８、２０６…変調部
１０９、２０７…送信部
１１０…タイミング管理部
１１１、２０８…上位レイヤ
２０９…ネットワーク信号送受信部
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